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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のアプリケーションプログラムに従って動作するナビゲーション装置と、このナビ
ゲーション装置に道路ネットワークデータを含むデータベースの更新用の差分データファ
イルを提供するサーバ装置とを有するデータ更新システムであって、
　前記ナビゲーション装置は、道路ネットワークデータに関する各データが当該道路ネッ
トワークのデータ種別順に配列されたデータ形式である更新用データ形式で構成され、前
記差分データファイルに基づいて道路ネットワークデータの追加、変更、又は削除を行う
ことにより差分更新されるデータベースであるローカル保存データベースと、差分更新後
の前記ローカル保存データベースのデータを、道路ネットワークデータに関する各データ
が当該道路ネットワークの接続順に配列されたデータ形式であり、前記アプリケーション
プログラムにより参照される参照用データ形式に変換する変換手段と、を備え、
　前記サーバ装置は、前記ナビゲーション装置に提供するための前記差分データファイル
を出力する差分データファイル出力手段を備え、
　前記差分データファイルは、道路ネットワークデータの追加、変更、又は削除のいずれ
かの更新の態様を表すデータと、更新対象となる部分の道路ネットワークデータとを含み
、この更新対象となる部分の道路ネットワークデータを構成する各データが、更新の態様
毎に分けて配列されていると共に、更新の態様毎に分けられたデータ群の各データが道路
ネットワークのデータ種別順に配列されているデータ更新システム。
【請求項２】
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　前記ローカル保存データベースは、地図上の予め定められた領域を１区画として複数の
区画に分けられた道路ネットワークデータを有すると共に、前記区画毎に当該区画内に含
まれる道路ネットワークの全てのデータを、当該道路ネットワークのデータ種別順に備え
ている請求項１に記載のデータ更新システム。
【請求項３】
　前記ナビゲーション装置は、前記参照用データ形式で構成され、複数の前記区画に分け
られた道路ネットワークデータが格納される参照データベースを備えると共に、前記変換
手段による変換後のデータにより前記参照データベースを更新する参照データベース更新
手段を備え、
　前記変換手段は、前記更新用データ形式から前記参照用データ形式への前記道路ネット
ワークデータの変換を前記区画毎に行って当該区画毎の前記参照用データ形式の道路ネッ
トワークデータを生成し、
　前記参照データベース更新手段は、前記変換手段により生成された前記参照用データ形
式の道路ネットワークデータにより、前記参照データベース内の道路ネットワークデータ
を前記区画毎に置き換えることで前記参照データベースの更新を行う請求項２に記載のデ
ータ更新システム。
【請求項４】
　前記ナビゲーション装置は、前記アプリケーションプログラムを複数有し、
　前記変換手段は、前記ローカル保存データベースに格納された一つの更新用データ形式
の道路ネットワークデータを変換し、各アプリケーションプログラムに応じた複数種類の
参照用データ形式の道路ネットワークデータを生成する請求項１から３のいずれか一項に
記載のデータ更新システム。
【請求項５】
　前記ナビゲーション装置は、前記アプリケーションプログラムによる前記参照データベ
ースの参照中にデータを格納可能な並行更新用データ格納手段を備え、
　前記参照データベース更新手段は、前記アプリケーションプログラムの実行中は、前記
変換手段により変換されたデータを順次前記並行更新用データ格納手段に格納し、前記変
換手段による変換処理の完了後に、前記並行更新用データ格納手段に格納されたデータを
前記参照データベースのデータに置き換えて前記参照データベースを更新する請求項３に
記載のデータ更新システム。
【請求項６】
　前記参照データベースは、道路ネットワークデータと、この道路ネットワークデータに
関連付けられた案内用データとを備えたナビゲーション用の地図データベースであり、
　前記差分データファイルは、更新の態様を表すデータと、更新対象となる部分の道路ネ
ットワークデータと、更新対象となる案内用データとを含み、
　前記参照データベースの案内用データは、前記差分データファイルにより更新される請
求項３又は５に記載のデータ更新システム。
【請求項７】
　前記ナビゲーション装置は、前記差分データファイルを受け付ける差分データファイル
受付手段と、前記差分データファイルに基づいて前記ローカル保存データベースを更新す
るローカル保存データベース更新手段と、を備える請求項１から６のいずれか一項に記載
のデータ更新システム。
【請求項８】
　前記サーバ装置は、前記ローカル保存データベースと同じ内容を有する対照用ローカル
保存データベースと、新規データの入力を受け付ける新規データ受付手段と、前記対照用
ローカル保存データベースと前記新規データとに基づいて前記差分データファイルを生成
する差分データファイル生成手段と、を備える請求項１から７のいずれか一項に記載のデ
ータ更新システム。
【請求項９】
　前記サーバ装置は、前記対照用ローカル保存データベースと前記新規データとに基づい
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て、前記対照用ローカル保存データベースと同じデータ形式であって前記新規データの内
容で更新された新ローカル保存データベースを生成する新ローカル保存データベース生成
手段を更に備え、
　前記差分データファイル生成手段は、前記対照用ローカル保存データベースと前記新ロ
ーカル保存データベースとの差分に基づいて前記差分データファイルを生成する請求項８
に記載のデータ更新システム。
【請求項１０】
　サーバ装置から道路ネットワークデータを含むデータベースの更新用の差分データファ
イルの提供を受けるとともに、所定のアプリケーションプログラムに従って動作するナビ
ゲーション装置であって、
　道路ネットワークデータに関する各データが当該道路ネットワークのデータ種別順に配
列されたデータ形式である更新用データ形式で構成され、前記差分データファイルに基づ
いて道路ネットワークデータの追加、変更、又は削除を行うことにより差分更新されるデ
ータベースであるローカル保存データベースと、差分更新後の前記ローカル保存データベ
ースのデータを、道路ネットワークデータに関する各データが当該道路ネットワークの接
続順に配列されたデータ形式であり、前記アプリケーションプログラムにより参照される
参照用データ形式に変換する変換手段と、を備え、
　前記差分データファイルは、道路ネットワークデータの追加、変更、又は削除のいずれ
かの更新の態様を表すデータと、更新対象となる部分の道路ネットワークデータとを含み
、この更新対象となる部分の道路ネットワークデータを構成する各データが、更新の態様
毎に分けて配列されていると共に、更新の態様毎に分けられたデータ群の各データが道路
ネットワークのデータ種別順に配列されているナビゲーション装置。
【請求項１１】
　前記ローカル保存データベースは、地図上の予め定められた領域を１区画として複数の
区画に分けられた道路ネットワークデータを有すると共に、前記区画毎に当該区画内に含
まれる道路ネットワークの全てのデータを、当該道路ネットワークのデータ種別順に備え
ている請求項１０に記載のナビゲーション装置。
【請求項１２】
　前記参照用データ形式で構成され、複数の前記区画に分けられた道路ネットワークデー
タが格納される参照データベースを備えると共に、前記変換手段による変換後のデータに
より前記参照データベースを更新する参照データベース更新手段を備え、
　前記変換手段は、更新用データ形式から参照用データ形式への前記道路ネットワークデ
ータの変換を前記区画毎に行って当該区画毎の前記参照用データ形式の道路ネットワーク
データを生成し、
　前記参照データベース更新手段は、前記変換手段により生成された前記参照用データ形
式の道路ネットワークデータにより、前記参照データベース内の道路ネットワークデータ
を前記区画毎に置き換えることで前記参照データベースの更新を行う請求項１１に記載の
ナビゲーション装置。
【請求項１３】
　前記アプリケーションプログラムを複数有し、
　前記変換手段は、前記ローカル保存データベースに格納された一つの更新用データ形式
の道路ネットワークデータを変換し、各アプリケーションプログラムに応じた複数種類の
参照用データ形式の道路ネットワークデータを生成する請求項１０から１２のいずれか一
項に記載のナビゲーション装置。
【請求項１４】
　前記アプリケーションプログラムによる前記参照データベースの参照中にデータを格納
可能な並行更新用データ格納手段を備え、
　前記参照データベース更新手段は、前記アプリケーションプログラムの実行中は、前記
変換手段により変換されたデータを順次前記並行更新用データ格納手段に格納し、前記変
換手段による変換処理の完了後に、前記並行更新用データ格納手段に格納されたデータを



(4) JP 5261439 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

前記参照データベースのデータに置き換えて前記参照データベースを更新する請求項１２
に記載のナビゲーション装置。
【請求項１５】
　前記差分データファイルを受け付ける差分データファイル受付手段と、前記差分データ
ファイルに基づいて少なくとも前記ローカル保存データベースを更新するローカル保存デ
ータベース更新手段と、を備える請求項１０から１４のいずれか一項に記載のナビゲーシ
ョン装置。
【請求項１６】
　サーバ装置からナビゲーション装置に差分データファイルを提供して道路ネットワーク
データを含むデータベースの更新を行うデータ更新方法であって、
　前記サーバ装置と、道路ネットワークデータに関する各データが当該道路ネットワーク
のデータ種別順に配列されたデータ形式である更新用データ形式で構成されるデータベー
スであるローカル保存データベースを備え、アプリケーションプログラムに従って動作す
る前記ナビゲーション装置とを用い、
　前記サーバ装置は、道路ネットワークデータの追加、変更、又は削除のいずれかの更新
の態様を表すデータと、更新対象となる部分の道路ネットワークデータとを含み、この更
新対象となる部分の道路ネットワークデータを構成する各データが、更新の態様毎に分け
て配列されていると共に、更新の態様毎に分けられたデータ群の各データが道路ネットワ
ークのデータ種別順に配列されたデータファイルであって、前記ナビゲーション装置に提
供するための前記差分データファイルを出力し、
　前記ナビゲーション装置は、前記差分データファイルを受け付け、前記差分データファ
イルに基づいて道路ネットワークデータの追加、変更、又は削除を行うことにより前記ロ
ーカル保存データベースを差分更新し、差分更新後の前記ローカル保存データベースのデ
ータを、道路ネットワークデータに関する各データが当該道路ネットワークの接続順に配
列されたデータ形式であり、前記アプリケーションプログラムにより参照される参照用デ
ータ形式に変換するデータ更新方法。
【請求項１７】
　前記ローカル保存データベースは、地図上の予め定められた領域を１区画として複数の
区画に分けられた道路ネットワークデータを有すると共に、前記区画毎に当該区画内に含
まれる道路ネットワークの全てのデータを、当該道路ネットワークのデータ種別順に備え
、
　前記ナビゲーション装置は、前記参照用データ形式で構成され、複数の前記区画に分け
られた道路ネットワークデータが格納される参照データベースを備え、
　前記更新用データ形式から前記参照用データ形式への前記道路ネットワークデータの変
換を前記区画毎に行って当該区画毎の前記参照用データ形式の道路ネットワークデータを
生成し、生成された前記参照用データ形式の道路ネットワークデータにより、前記参照デ
ータベース内の道路ネットワークデータを前記区画毎に置き換えることで前記参照データ
ベースの更新を行う請求項１６に記載のデータ更新方法。
【請求項１８】
　前記ナビゲーション装置は、前記アプリケーションプログラムを複数有し、
　前記ローカル保存データベースに格納された一つの更新用データ形式の道路ネットワー
クデータを変換し、各アプリケーションプログラムに応じた複数種類の参照用データ形式
の道路ネットワークデータを生成する請求項１６又は１７に記載のデータ更新方法。
【請求項１９】
　前記ナビゲーション装置は、前記アプリケーションプログラムによる前記参照データベ
ースの参照中にデータを格納可能な並行更新用データ格納手段を備え、前記アプリケーシ
ョンプログラムの実行中は、参照用データ形式に変換されたデータを順次前記並行更新用
データ格納手段に格納し、前記参照用データ形式への変換処理の完了後に、前記並行更新
用データ格納手段に格納されたデータを前記参照データベースのデータに置き換えて前記
参照データベースを更新する請求項１７に記載のデータ更新方法。
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【請求項２０】
　前記サーバ装置は、前記ローカル保存データベースと同じ内容を有する対照用ローカル
保存データベースを備え、新規データの入力を受け付け、前記対照用ローカル保存データ
ベースと前記新規データとに基づいて前記差分データファイルを生成する請求項１６から
１９のいずれか一項に記載のデータ更新方法。
【請求項２１】
　前記サーバ装置は、前記対照用ローカル保存データベースと前記新規データとに基づい
て、前記対照用ローカル保存データベースと同じデータ形式であって前記新規データの内
容で更新された新ローカル保存データベースを生成し、前記対照用ローカル保存データベ
ースと前記新ローカル保存データベースとの差分に基づいて前記差分データファイルを生
成する請求項２０に記載のデータ更新方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定のアプリケーションプログラムに従って動作するナビゲーション装置と
、前記ナビゲーション装置にデータベース更新用の差分データファイルを提供するサーバ
装置とを有するデータ更新システム、及びそのデータ更新システムに用いられるナビゲー
ション装置、並びにデータ更新方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　これまでに、サーバ装置からナビゲーション装置等の端末装置に対して差分データを送
信し、前記差分データを受信した前記端末装置が、既に有している情報と前記差分情報と
を用いてデータの更新を行うデータ更新システムに関する技術が知られている（例えば、
下記特許文献１参照）。
【０００３】
　例えば、下記特許文献１に記載されているデータ更新システムは、情報を提供するセン
タ装置と、センタ装置からの情報を受信する端末装置とを備えた情報配信システムとなっ
ている。そして、センタ装置は、端末装置に先に送信した情報とこれから送信する情報と
の差を抽出する差分情報抽出部と、差分情報抽出部で抽出された差分情報を端末装置に送
信する送信部とを備えている。また、端末装置は、センタ装置からの差分情報を受信する
受信部と、受信部で受信された差分情報を既存の情報と合わせて表示する表示部とを備え
ている。
【０００４】
　ここで、差分情報は、例えば渋滞情報や規制情報等の交通情報に関し、先に生成した交
通情報と最新の交通情報との差に相当する情報である。そして、このような差分情報を受
信した端末装置では、既に受信して記憶部に記憶されている既存の交通情報と、新たに受
信した差分情報とを合わせて表示部に表示する。これにより、端末装置に表示するための
交通情報を頻繁に更新することが可能になるとともに、更新のためにセンタ装置から端末
装置に送信される情報量を少なく抑えることが可能となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－８４２５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記のデータ更新システムでは、交通情報等の比較的情報量が少ないデータの更新を行
うシステムである。そのため、サーバ装置（センタ装置）側において上記のように差分デ
ータを生成して端末装置に送信すれば、端末装置側では、既存のデータを差分データに書
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き換えること等により、比較的容易にデータの更新を行うことが可能である。
【０００７】
　しかしながら、ナビゲーション装置において用いる道路ネットワークデータを含む地図
データベース等のように、データ量が多く、更に各データ同士が複雑に関連しているデー
タベースの更新を行う場合には、受信した差分データを用いてデータベースを更新するこ
とは容易ではない。すなわち、そのような複雑なデータでは、一つのデータを変更するた
めに関連して変更が必要となるデータの数が多くなるため、差分データに含まれるデータ
数も多くなる。また、そのような差分データに基づいてデータベースを更新するためには
、差分データに含まれる多数のデータに対応する更新前のデータを、データ量が多いデー
タベースの中から抽出する必要がある。この際、例えば、道路ネットワークデータを格納
したデータベースを更新する場合には、各データが道路ネットワークの接続順に配列され
ているため、差分データに含まれる各データを容易に抽出することができないため、端末
装置における更新処理が非常に複雑で時間を要するものになるという問題があった。した
がって、これまでは、ナビゲーション装置において用いる地図データベース等の複雑なデ
ータベースの更新に際しては、差分更新を行わずに全データを書き換えて更新することが
一般的であった。しかし、そのような方法では、更新のために必要なデータ量が膨大にな
るため、通信ネットワーク等を介して端末装置に更新用データを送信することが困難とな
る。したがって、頻繁にデータを更新することが容易でなく、高鮮度のデータを継続的に
端末装置に提供することが困難であるという問題があった。
【０００８】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、例えば道路ネットワ
ークデータを含む地図データベース等のように、データ量が多く、各データ同士が複雑に
関連しているデータベースの差分更新を容易に行うことが可能なデータ更新システム、及
びそのデータ更新システムに用いられるナビゲーション装置、並びにデータ更新方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本発明に係る、所定のアプリケーションプログラムに従って
動作するナビゲーション装置と、このナビゲーション装置に道路ネットワークデータを含
むデータベースの更新用の差分データファイルを提供するサーバ装置とを有するデータ更
新システムの特徴構成は、前記ナビゲーション装置は、道路ネットワークデータに関する
各データが当該道路ネットワークのデータ種別順に配列されたデータ形式である更新用デ
ータ形式で構成され、前記差分データファイルに基づいて道路ネットワークデータの追加
、変更、又は削除を行うことにより差分更新されるデータベースであるローカル保存デー
タベースと、差分更新後の前記ローカル保存データベースのデータを、道路ネットワーク
データに関する各データが当該道路ネットワークの接続順に配列されたデータ形式であり
、前記アプリケーションプログラムにより参照される参照用データ形式に変換する変換手
段と、を備え、前記サーバ装置は、前記ナビゲーション装置に提供するための前記差分デ
ータファイルを出力する差分データファイル出力手段を備え、前記差分データファイルは
、道路ネットワークデータの追加、変更、又は削除のいずれかの更新の態様を表すデータ
と、更新対象となる部分の道路ネットワークデータとを含み、この更新対象となる部分の
道路ネットワークデータを構成する各データが、更新の態様毎に分けて配列されていると
共に、更新の態様毎に分けられたデータ群の各データが道路ネットワークのデータ種別順
に配列されている点にある。
【００１０】
　この特徴構成によれば、前記ナビゲーション装置が、差分データファイルによる差分更
新に適した更新用データ形式で構成されるローカル保存データベースを備え、このローカ
ル保存データベースを差分データファイルにより差分更新する構成としているので、デー
タ量が多く、各データ同士が複雑に関連しているデータベースであっても、差分更新を比
較的容易に行うことが可能となる。したがって、差分データファイルにより頻繁にデータ
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を差分更新することが容易になり、高鮮度のデータを継続的に前記ナビゲーション装置に
提供することが可能となる。また、前記ナビゲーション装置が、このようなローカル保存
データベースのデータを前記アプリケーションプログラムにより参照される参照用データ
形式に変換する変換手段を備えているので、前記ローカル保存データベースのデータ形式
を更新用データ形式としたことによる前記アプリケーションプログラムの動作への影響を
抑制でき、参照用データ形式のデータベースを備える場合と同等のナビゲーション装置の
動作性能を確保することが可能となる。また、この特徴構成によれば、更新対象となる実
体データが更新態様毎に分けられた上で、前記ローカル保存データベースの更新用データ
形式と同様に、データ種別順に配列されたデータ形式となっているので、前記差分データ
ファイルによる前記ローカル保存データベースの差分更新の処理を比較的容易に行うこと
が可能となる。
【００１１】
　さらに、このように構成すれば、前記ローカル保存データベースのデータ形式を前記差
分データファイルによる差分更新に適した形式としつつ、前記変換手段による変換後のデ
ータを前記ナビゲーション装置のアプリケーションプログラムによる参照に適した形式と
することができる。したがって、データ量が多く、更に各データ同士が複雑に関連してい
る道路ネットワークデータの差分更新を比較的容易に行うことが可能となるとともに、前
記アプリケーションプログラムの動作への影響を抑制でき、前記ナビゲーション装置の動
作性能を確保することが可能となる。
【００１２】
　ここで、前記ローカル保存データベースは、地図上の予め定められた領域を１区画とし
て複数の区画に分けられた道路ネットワークデータを有すると共に、前記区画毎に当該区
画内に含まれる道路ネットワークの全てのデータを、当該道路ネットワークのデータ種別
順に備えていると好適である。
【００１３】
　また、前記ナビゲーション装置は、前記参照用データ形式で構成され、複数の前記区画
に分けられた道路ネットワークデータが格納される参照データベースを備えると共に、前
記変換手段による変換後のデータにより前記参照データベースを更新する参照データベー
ス更新手段を備え、前記変換手段は、前記更新用データ形式から前記参照用データ形式へ
の前記道路ネットワークデータの変換を前記区画毎に行って当該区画毎の前記参照用デー
タ形式の道路ネットワークデータを生成し、前記参照データベース更新手段は、前記変換
手段により生成された前記参照用データ形式の道路ネットワークデータにより、前記参照
データベース内の道路ネットワークデータを前記区画毎に置き換えることで前記参照デー
タベースの更新を行う構成とすると好適である。
【００１４】
　このように構成すれば、前記アプリケーションプログラムは、基本的には参照用データ
形式のデータが格納された参照データベースを参照して動作することができる。したがっ
て、前記アプリケーションプログラムにより参照する全てのデータを、前記ローカル保存
データベースから読み出して前記変換手段により変換する場合と比較して、前記変換手段
による処理負荷を軽減でき、前記ナビゲーション装置の動作性能の向上を図ることが可能
となる。
【００１５】
　さらに、このように構成すれば、前記差分データファイルにより差分更新される前記ロ
ーカル保存データベースの内容に合わせて、前記参照データベースの内容を区画毎に更新
することができる。したがって、前記ナビゲーション装置のアプリケーションプログラム
は、参照データベースを参照するだけで、差分データファイルによる差分更新後のデータ
に基づいて動作することが可能となる。
【００１６】
　また、前記ナビゲーション装置は、前記アプリケーションプログラムを複数有し、前記
変換手段は、前記ローカル保存データベースに格納された一つの更新用データ形式の道路
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ネットワークデータを変換し、各アプリケーションプログラムに応じた複数種類の参照用
データ形式の道路ネットワークデータを生成する構成とすると好適である。
【００１７】
　このように構成すれば、複数のアプリケーションプログラムのそれぞれに適した形式の
データを各アプリケーションプログラムが参照することを可能にしつつ、差分データファ
イルにより差分更新されるローカル保存データベースのデータ形式を一つにすることが可
能となる。したがって、前記ナビゲーション装置が複数のアプリケーションプログラムを
有する場合であっても、各アプリケーションプログラムに応じた形式の差分データファイ
ルを送信する必要がなく、前記差分データファイルのデータ量を少なく抑えることが可能
となる。
【００１８】
　また、前記ナビゲーション装置は、前記アプリケーションプログラムによる前記参照デ
ータベースの参照中にデータを格納可能な並行更新用データ格納手段を備え、前記参照デ
ータベース更新手段は、前記アプリケーションプログラムの実行中は、前記変換手段によ
り変換されたデータを順次前記並行更新用データ格納手段に格納し、前記変換手段による
変換処理の完了後に、前記並行更新用データ格納手段に格納されたデータを前記参照デー
タベースのデータに置き換えて前記参照データベースを更新する構成とすると好適である
。
【００１９】
　このように構成すれば、前記アプリケーションプログラムによる前記参照データベース
の参照中に、並行して前記変換手段によるローカル保存データベースのデータの変換処理
及び変換後のデータの格納を行うことができる。したがって、比較的長い時間を要する可
能性が高い変換処理を、前記ナビゲーション装置の動作中に並行して行うことが可能とな
る。また、前記変換手段による変換処理の完了後に、前記並行更新用データ格納手段に格
納されたデータを前記参照データベースのデータに置き換えて更新するので、参照データ
ベースの内容を短時間で更新することが可能となる。
【００２０】
　また、前記参照データベースは、道路ネットワークデータと、この道路ネットワークデ
ータに関連付けられた案内用データとを備えたナビゲーション用の地図データベースであ
り、前記差分データファイルは、更新の態様を表すデータと、更新対象となる部分の道路
ネットワークデータと、更新対象となる案内用データとを含み、前記参照データベースの
案内用データは、前記差分データファイルにより更新される構成とすると好適である。
【００２１】
　このように構成すれば、前記ローカル保存データベースが案内用データを備えない構成
とすることができるので、前記ローカル保存データベースのデータ量を小さく抑えること
が可能となる。またこの際、案内用データは、各データ同士の関連が比較的少ないため、
参照データベースに格納されているデータに対して直接差分更新を行うことは特に困難で
はない。
【００２２】
　また、前記ナビゲーション装置は、前記サーバ装置から提供される差分データファイル
を受け付けて前記ローカル保存データベースの更新を行うために、前記差分データファイ
ルを受け付ける差分データファイル受付手段と、前記差分データファイルに基づいて前記
ローカル保存データベースを更新するローカル保存データベース更新手段と、を備える構
成とすると好適である。
【００２３】
　また、前記サーバ装置は、前記ローカル保存データベースと同じ内容を有する対照用ロ
ーカル保存データベースと、新規データの入力を受け付ける新規データ受付手段と、前記
対照用ローカル保存データベースと前記新規データとに基づいて前記差分データファイル
を生成する差分データファイル生成手段と、を備える構成とすると好適である。
【００２４】
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　このように構成すれば、前記サーバ装置において、入力された新規データに基づいて、
前記ナビゲーション装置のローカル保存データベースの内容を基準とする差分データファ
イルを容易に生成することができる。
【００２５】
　また、前記サーバ装置は、前記対照用ローカル保存データベースと前記新規データとに
基づいて、前記対照用ローカル保存データベースと同じデータ形式であって前記新規デー
タの内容で更新された新ローカル保存データベースを生成する新ローカル保存データベー
ス生成手段を更に備え、前記差分データファイル生成手段は、前記対照用ローカル保存デ
ータベースと前記新ローカル保存データベースとの差分に基づいて前記差分データファイ
ルを生成する構成とすると好適である。
【００２６】
　このように構成すれば、前記ナビゲーション装置が備える前記ローカル保存データベー
スと同じデータ形式の更新前と更新後のデータベースに基づいて差分データファイルを生
成するので、前記ローカル保存データベースの更新に適した形式の差分データファイルを
比較的容易に生成することができる。
【００２７】
　また、本発明に係る、サーバ装置から道路ネットワークデータを含むデータベースの更
新用の差分データファイルの提供を受けるとともに、所定のアプリケーションプログラム
に従って動作するナビゲーション装置の特徴構成は、道路ネットワークデータに関する各
データが当該道路ネットワークのデータ種別順に配列されたデータ形式である更新用デー
タ形式で構成され、前記差分データファイルに基づいて道路ネットワークデータの追加、
変更、又は削除を行うことにより差分更新されるデータベースであるローカル保存データ
ベースと、差分更新後の前記ローカル保存データベースのデータを、道路ネットワークデ
ータに関する各データが当該道路ネットワークの接続順に配列されたデータ形式であり、
前記アプリケーションプログラムにより参照される参照用データ形式に変換する変換手段
と、を備え、前記差分データファイルは、道路ネットワークデータの追加、変更、又は削
除のいずれかの更新の態様を表すデータと、更新対象となる部分の道路ネットワークデー
タとを含み、この更新対象となる部分の道路ネットワークデータを構成する各データが、
更新の態様毎に分けて配列されていると共に、更新の態様毎に分けられたデータ群の各デ
ータが道路ネットワークのデータ種別順に配列されている点にある。
【００２８】
　この特徴構成によれば、前記ナビゲーション装置は、差分データファイルによる差分更
新に適した更新用データ形式で構成されるローカル保存データベースを備え、このローカ
ル保存データベースを差分データファイルにより差分更新する構成としているので、デー
タ量が多く、各データ同士が複雑に関連しているデータベースであっても、差分更新を比
較的容易に行うことが可能となる。したがって、差分データファイルにより頻繁にデータ
を差分更新することが容易になり、高鮮度のデータを継続的に得ることが可能となる。ま
た、前記ナビゲーション装置は、このようなローカル保存データベースのデータを前記ア
プリケーションプログラムにより参照される参照用データ形式に変換する変換手段を備え
ているので、前記ローカル保存データベースのデータ形式を更新用データ形式としたこと
による前記アプリケーションプログラムの動作への影響を抑制でき、参照用データ形式の
データベースを備える場合と同等の動作性能を確保することが可能となる。また、この特
徴構成によれば、更新対象となる実体データが更新態様毎に分けられた上で、前記ローカ
ル保存データベースの更新用データ形式と同様に、データ種別順に配列されたデータ形式
となっているので、前記差分データファイルによる前記ローカル保存データベースの差分
更新の処理を比較的容易に行うことが可能となる。
【００２９】
　ここで、前記ローカル保存データベースは、地図上の予め定められた領域を１区画とし
て複数の区画に分けられた道路ネットワークデータを有すると共に、前記区画毎に当該区
画内に含まれる道路ネットワークの全てのデータを、当該道路ネットワークのデータ種別



(10) JP 5261439 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

順に備えていると好適である。
【００３０】
　ここで、上記のナビゲーション装置に関する各構成を更に付加すると好適である。なお
、その場合の作用効果は、上記のとおりである。
【００３１】
　また、本発明に係る、サーバ装置からナビゲーション装置に差分データファイルを提供
して道路ネットワークデータを含むデータベースの更新を行うデータ更新方法の特徴構成
は、前記サーバ装置と、道路ネットワークデータに関する各データが当該道路ネットワー
クのデータ種別順に配列されたデータ形式である更新用データ形式で構成されるデータベ
ースであるローカル保存データベースを備え、アプリケーションプログラムに従って動作
する前記ナビゲーション装置とを用い、前記サーバ装置は、道路ネットワークデータの追
加、変更、又は削除のいずれかの更新の態様を表すデータと、更新対象となる部分の道路
ネットワークデータとを含み、この更新対象となる部分の道路ネットワークデータを構成
する各データが、更新の態様毎に分けて配列されていると共に、更新の態様毎に分けられ
たデータ群の各データが道路ネットワークのデータ種別順に配列されたデータファイルで
あって、前記ナビゲーション装置に提供するための前記差分データファイルを出力し、前
記ナビゲーション装置は、前記差分データファイルを受け付け、前記差分データファイル
に基づいて道路ネットワークデータの追加、変更、又は削除を行うことにより前記ローカ
ル保存データベースを差分更新し、差分更新後の前記ローカル保存データベースのデータ
を、道路ネットワークデータに関する各データが当該道路ネットワークの接続順に配列さ
れたデータ形式であり、前記アプリケーションプログラムにより参照される参照用データ
形式に変換する点にある。
【００３２】
　この特徴構成によれば、前記ナビゲーション装置が備える更新用データ形式で構成され
るローカル保存データベースを、前記サーバ装置から出力された差分データファイルによ
り差分更新する構成としているので、データ量が多く、各データ同士が複雑に関連してい
るデータベースであっても、差分更新を比較的容易に行うことが可能となる。したがって
、差分データファイルにより頻繁にデータを差分更新することが容易になり、高鮮度のデ
ータを継続的に前記ナビゲーション装置に提供することが可能となる。また、この特徴構
成によれば、更新対象となる実体データが更新態様毎に分けられた上で、前記ローカル保
存データベースの更新用データ形式と同様に、データ種別順に配列されたデータ形式とな
っているので、前記差分データファイルによる前記ローカル保存データベースの差分更新
の処理を比較的容易に行うことが可能となる。
【００３３】
　ここで、前記ローカル保存データベースは、地図上の予め定められた領域を１区画とし
て複数の区画に分けられた道路ネットワークデータを有すると共に、前記区画毎に当該区
画内に含まれる道路ネットワークの全てのデータを、当該道路ネットワークのデータ種別
順に備え、前記ナビゲーション装置は、前記参照用データ形式で構成され、複数の前記区
画に分けられた道路ネットワークデータが格納される参照データベースを備え、前記更新
用データ形式から前記参照用データ形式への前記道路ネットワークデータの変換を前記区
画毎に行って当該区画毎の前記参照用データ形式の道路ネットワークデータを生成し、生
成された前記参照用データ形式の道路ネットワークデータにより、前記参照データベース
内の道路ネットワークデータを前記区画毎に置き換えることで前記参照データベースの更
新を行う構成とすると好適である。
【００３４】
　このように構成すれば、前記差分データファイルにより差分更新される前記ローカル保
存データベースの内容に合わせて、前記参照データベースの内容を区画毎に更新すること
ができる。したがって、前記ナビゲーション装置のアプリケーションプログラムは、参照
データベースを参照するだけで、差分データファイルによる差分更新後のデータに基づい
て動作することが可能となる。
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【００３５】
　また、前記ナビゲーション装置は、前記アプリケーションプログラムを複数有し、前記
ローカル保存データベースに格納された一つの更新用データ形式の道路ネットワークデー
タを変換し、各アプリケーションプログラムに応じた複数種類の参照用データ形式の道路
ネットワークデータを生成する構成とすると好適である。
【００３６】
　このように構成すれば、複数のアプリケーションプログラムのそれぞれに適した形式の
データを各アプリケーションプログラムが参照することを可能にしつつ、差分データファ
イルにより差分更新されるローカル保存データベースのデータ形式を一つにすることが可
能となる。したがって、前記ナビゲーション装置が複数のアプリケーションプログラムを
有する場合であっても、各アプリケーションプログラムに応じた形式の差分データファイ
ルを送信する必要がなく、前記差分データファイルのデータ量を少なく抑えることが可能
となる。
【００３７】
　また、前記ナビゲーション装置は、前記アプリケーションプログラムによる前記参照デ
ータベースの参照中にデータを格納可能な並行更新用データ格納手段を備え、前記アプリ
ケーションプログラムの実行中は、参照用データ形式に変換されたデータを順次前記並行
更新用データ格納手段に格納し、前記参照用データ形式への変換処理の完了後に、前記並
行更新用データ格納手段に格納されたデータを前記参照データベースのデータに置き換え
て前記参照データベースを更新する構成とすると好適である。
【００３８】
　このように構成すれば、前記アプリケーションプログラムによる前記参照データベース
の参照中に、並行してローカル保存データベースのデータの参照用データ形式への変換処
理及び変換後のデータの格納を行うことができる。したがって、比較的長い時間を要する
可能性が高い変換処理を、前記ナビゲーション装置の動作中に並行して行うことが可能と
なる。また、参照用データ形式への変換処理の完了後に、前記並行更新用データ格納手段
に格納されたデータを前記参照データベースのデータに置き換えて更新するので、参照デ
ータベースの内容を短時間で更新することが可能となる。
【００３９】
　また、前記サーバ装置は、前記ローカル保存データベースと同じ内容を有する対照用ロ
ーカル保存データベースを備え、新規データの入力を受け付け、前記対照用ローカル保存
データベースと前記新規データとに基づいて前記差分データファイルを生成する構成とす
ると好適である。
【００４０】
　この構成によれば、前記サーバ装置において、入力された新規データに基づいて、前記
ナビゲーション装置のローカル保存データベースの内容を基準とする差分データファイル
を容易に生成することができる。
【００４１】
　また、前記サーバ装置は、前記対照用ローカル保存データベースと前記新規データとに
基づいて、前記対照用ローカル保存データベースと同じデータ形式であって前記新規デー
タの内容で更新された新ローカル保存データベースを生成し、前記対照用ローカル保存デ
ータベースと前記新ローカル保存データベースとの差分に基づいて前記差分データファイ
ルを生成する構成とすると好適である。
【００４２】
　この構成によれば、前記ナビゲーション装置が備える前記ローカル保存データベースと
同じデータ形式の更新前と更新後のデータベースに基づいて差分データファイルを生成す
るので、前記ローカル保存データベースの更新に適した形式の差分データファイルを比較
的容易に生成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
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【図１】本発明の第一の実施形態に係るデータ更新システムの構成を示すブロック図
【図２】ナビゲーションプログラムの構成を示す図
【図３】参照データベースの構造の具体例を示す説明図
【図４】道路ネットワークの具体例を示す図
【図５】参照用データ形式の道路ネットワークデータの構成の具体例を示す図
【図６】各データのレコード符号とパーマネントＩＤとの対照テーブルの具体例を示す図
【図７】差分データファイルの構成の具体例を示す図
【図８】更新用データ形式の道路ネットワークデータの構成の具体例を示す図
【図９】差分データファイルの生成方法のフローチャート
【図１０】ナビゲーション装置への差分データファイルの提供方法のフローチャート
【図１１】ナビゲーション装置における参照データベースの更新方法のフローチャート
【図１２】本発明の第二の実施形態に係るデータ更新システムの構成を示すブロック図
【図１３】本発明の第二の実施形態に係る、ローカル保存データベースの更新に伴う動作
方法のフローチャート
【図１４】本発明の第三の実施形態に係るデータ更新システムの構成を示すブロック図
【図１５】本発明の第三の実施形態に係る、抽出頻度判定及び参照データベースへのデー
タの格納方法のフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００４４】
１．第一の実施形態
　本発明の第一の実施形態について図面に基づいて説明する。図１は、本実施形態に係る
データ更新システムの全体の構成を模式的に示すブロック図である。本実施形態において
は、端末装置はナビゲーション装置１である。そして、このデータ更新システムは、差分
データ生成サーバ２により生成された差分データファイルＤｆを差分データ配信サーバ３
からナビゲーション装置１に提供し、ナビゲーション用の地図データベースとしての参照
データベース１９の更新を行うシステムとなっている。そのため、本実施形態に係るデー
タ更新システムは、主な構成として、ナビゲーション装置１と、差分データ生成サーバ２
と、差分データ配信サーバ３と、を有している。ここで、差分データ生成サーバ２及び差
分データ配信サーバ３が本発明におけるサーバ装置を構成する。
【００４５】
　ここで、ナビゲーション装置１、差分データ生成サーバ２、及び差分データ配信サーバ
３を構成する各手段は、ＣＰＵ等の演算処理装置を中核部材として、入力されたデータに
対して種々の処理を行うための機能部がハードウエア又はソフトウエア（プログラム）或
いはその両方で実装されて構成されている。また、ナビゲーション装置１、差分データ生
成サーバ２、及び差分データ配信サーバ３が備える各データベースは、例えば、ハードデ
ィスクドライブ、フラッシュメモリ等の書き換え可能な記憶媒体とその駆動手段とを有す
る装置をハードウエア構成として備えている。なお、本願の各図においては、簡略化のた
めに「データベース」は「ＤＢ」と省略して表すこととする。以下、各装置の構成につい
て順に説明する。
【００４６】
１－１．ナビゲーション装置１の基本機能を実現するための構成
　ナビゲーション装置１は、自位置表示、出発地から目的地までの経路計算、進路案内、
目的地検索等の基本機能を実現するための構成として、ナビゲーション用演算手段２０、
参照データベース１９、自位置検出手段２１、ドライバ２２、表示操作部２３、及び音声
出力部２４を備えている。
【００４７】
　ナビゲーション用演算手段２０は、動作プログラムとしてのナビゲーションプログラム
ＰＧに従って動作する演算処理手段である。図２は、ナビゲーションプログラムＰＧの構
成を模式的に示す図である。この図に示すように、ナビゲーションプログラムＰＧは、複
数のアプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５を有して構成される。本実施形態では、
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ナビゲーションプログラムＰＧは、表示プログラムＰＧ１、マップマッチングプログラム
ＰＧ２、経路計算プログラムＰＧ３、案内プログラムＰＧ４、及び検索プログラムＰＧ５
の５つのアプリケーションプログラムを有している。ここで、表示プログラムＰＧ１は、
表示操作部２３の表示画面に自位置や目的地等の周辺の地図表示や当該地図上への自位置
表示等を行うためのプログラムである。マップマッチングプログラムＰＧ２は、自位置検
出手段２１により検出された自位置を地図の道路上に合わせるマップマッチング処理を行
うためのプログラムである。経路計算プログラムＰＧ３は、例えば自位置から表示操作部
２３により入力された目的地までの経路等の経路計算を行うためのプログラムである。案
内プログラムＰＧ４は、経路計算により決定された目的地までの経路に従って、表示操作
部２３の表示画面による案内表示や音声出力部２４による音声案内等により、適切な進路
を案内する処理を行うためのプログラムである。検索プログラムＰＧ５は、目的地や地図
表示のための地点等を、住所、電話番号、施設名称、ジャンル等に基づいて検索するため
のプログラムである。なお、これらの各プログラムによるナビゲーション装置１の動作処
理は公知であるので詳細な説明は省略する。そして、これらの各アプリケーションプログ
ラムＰＧ１～ＰＧ５において、道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等の参
照データベース１９に格納されたデータ（情報）が用いられる。
【００４８】
　参照データベース１９は、ナビゲーション装置１の上記基本機能を実現するために、ナ
ビゲーションプログラムＰＧにより参照される参照用データ形式のデータが格納されてい
るデータベースである。本実施形態では、参照データベース１９は、道路ネットワークデ
ータＲｎ及び案内用データＧｄを含むナビゲーション用の地図データベースとして機能す
る。また、この参照データベース１９は、ナビゲーションプログラムＰＧを構成する複数
の機能毎のアプリケーションプログラムに応じて、複数のアプリケーションプログラム用
データベースを備えている。図３は、この参照データベース１９の構造の具体例を示す説
明図である。この図に示すように、参照データベース１９に格納されている道路ネットワ
ークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等の各データは、各アプリケーションプログラムＰ
Ｇ１～ＰＧ５に応じて格納されており、それぞれがアプリケーションプログラム用データ
ベース（以下、簡略化のため「アプリ用データベース」とする。）１９ａ～１９ｅとなっ
ている。すなわち、本実施形態においては、参照データベース１９内には、表示プログラ
ム用データベース１９ａ、マップマッチングプログラム用データベース１９ｂ、経路計算
プログラム用データベース１９ｃ、案内プログラム用データベース１９ｄ、及び検索プロ
グラム用データベース１９ｅが格納されている。なお、図示では一部省略しているが、各
アプリ用データベース１９ａ～１９ｅのそれぞれに、各アプリケーションプログラムＰＧ
１～ＰＧ５に応じた参照用データ形式の道路ネットワークデータＲｎが少なくとも格納さ
れている。なお、例えばマップマッチングプログラム用データベース１９ｂ等、案内用デ
ータＧｄを有しないデータベースもある。また、参照データベース１９には、並行更新用
データ格納手段としての並行更新領域Ｆｒが設けられている。並行更新領域Ｆｒは、ナビ
ゲーションプログラムＰＧの各アプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５による参照デ
ータベース１９の参照中に、参照データベース１９の更新のためのデータを格納するため
の領域である。この並行更新領域Ｆｒの利用方法については後に詳細に説明する。
【００４９】
　図３に示すように、本実施形態では、参照データベース１９内の各アプリ用データベー
ス１９ａ～１９ｅに格納される道路ネットワークデータＲｎは、所定の区画（図３に示す
区画＜１＞～区画＜３＞等）毎に分けられた複数のデータとされている。例えば、２．５
ｋｍ四方の領域を１区画とし、日本全国の道路ネットワークを複数の区画毎に分けられた
道路ネットワークデータＲｎが、各アプリ用データベース１９ａ～１９ｅに格納されてい
る。また、案内用データＧｄは、区画毎の道路ネットワークデータＲｎのそれぞれに関連
付けられて（図３に示す案内用データ＜１＞～案内用データ＜３＞等）、各アプリ用デー
タベース１９ａ～１９ｅに格納されている。ここで、案内用データＧｄは、具体的には、
ナビゲーションプログラムＰＧの各アプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５で用いる
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、表示、案内、検索等のためのデータであり、画像データ、音声データ、ＰＯＩ（Point 
of Interest）データ等を含んで構成されている。これらの各データは、道路ネットワー
クデータＲｎに含まれるリンクやノード等（図４参照）に関するデータに関連付けられて
格納されている。
【００５０】
　図４は、道路ネットワークデータＲｎにより表される道路ネットワークの具体例を示す
図である。この図に示す例では、リンク列Ａ及びリンク列Ｂの２つのリンク列があり、各
リンク列Ａ、Ｂが、ノードＡ１～Ａ３、Ｂ１～Ｂ３（図４の黒丸）と、２個のノード間を
結ぶリンクＡ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２（図４の実線）と、各リンクの形状を規定する形状補
間点群Ａ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２（図４の白丸）とを有して構成されている。道路ネットワ
ークデータＲｎは、これらの各リンク列を構成する情報を表すデータとなる。なお、リン
ク列ＡのノードＡ２と、リンク列ＢのノードＢ２とは、図４上では位置を異ならせて表し
ているが、同じ交差点を表すノードである。道路ネットワークデータＲｎでは、各ノード
に対応するデータはリンク列Ａ、Ｂ毎に管理されるため、同じ交差点を表すノードに対応
するデータは、各リンク列Ａ、Ｂ毎に備えられる。なお、そのようなノードに対応するデ
ータには、同じ交差点を表す他のノードに対応するデータの配置情報が含まれる。
【００５１】
　図５は、図４に示すような道路ネットワークを表す、参照用データ形式の道路ネットワ
ークデータＲｎの構成の具体例を示す図である。この図に示すように、参照用データ形式
は、各データが道路ネットワークの接続順に配列されたデータ形式となっている。本実施
形態では、上記のとおり、この道路ネットワークデータＲｎは、所定の区画（図３に示す
区画＜１＞～区画＜３＞等）毎に分けられており、対応する区画を示す区画ＩＤデータが
先頭に配置されている。また、この道路ネットワークデータＲｎは、これを構成する実体
的なデータとして、交差点データ、接続データ、道路データ、及び形状データを有してい
る。ここで、交差点データは、交差点を表すノードの座標情報、信号機や案内標識の有無
等を表す交差点の属性情報、当該交差点が複数段階の地図表示レイヤのどの階層まで表示
されるかを示す階層情報等を含んでいる。接続データは、交差点を表すノードにどの道路
（リンク）が接続されているかの情報、交差点での進行方向に応じた案内の要否や規制の
有無の情報等を含んでいる。道路データは、道路を表すリンクの両端ノードの情報、道路
種別情報、幅員情報、車線数情報、当該道路が複数段階の地図表示レイヤのどの階層まで
表示されるかを示す階層情報等を含んでいる。形状データは、道路を表すリンクの形状を
規定する形状補間点群の座標情報等を含んでいる。なお、これらの交差点データ、接続デ
ータ、道路データ、及び形状データと、後述するローカル保存データベース１６に格納さ
れる更新用データ形式の道路ネットワークデータＲｎや差分データファイルＤｆに含まれ
る道路ネットワークデータＲｎに関連するデータにおける交差点データ、接続データ、道
路データ、及び形状データとは、同種の内容を表すデータであるが、その具体的内容や配
列等についてはある程度の相違がある。例えば、更新用データ形式の道路ネットワークデ
ータＲｎにおける道路拡張データや交差点拡張データの内容は、参照データベース１９に
格納される道路ネットワークデータＲｎでは、独立の項目として分離されておらず、関連
するデータ毎に交差点データ、接続データ、道路データ、及び形状データのいずれかに含
まれている。
【００５２】
　そして、これらの各データの配列は、道路ネットワークの接続順とされ、より具体的に
は、リンク列毎に各リンク列を構成するノード及びリンクの接続順とされている。例えば
図４に示すリンク列Ａを表すデータに関して説明すると、図５に示すように、先頭から、
ノードＡ１に対応する交差点データＡ１及び接続データＡ１、ノードＡ１に接続するリン
クＡ１に対応する道路データＡ１、リンクＡ１の形状補間点群Ａ１に対応する形状データ
Ａ１の順に配列されている。またその次には、リンクＡ１の他方端に接続するノードＡ２
に対応する交差点データＡ２及び接続データＡ２、ノードＡ２に接続するリンクＡ２に対
応する道路データＡ２、リンクＡ２の形状補間点群Ａ２に対応する形状データＡ２の順に



(15) JP 5261439 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

配列されている。また、リンク列Ｂ等の他のリンク列についても同様のデータ配列となっ
ている。この道路ネットワークデータＲｎは、上記のとおり、所定の区画毎に分けられて
各アプリ用データベース１９ａ～１９ｅに格納されている。なお、各アプリ用データベー
ス１９ａ～１９ｅのいずれに格納されているかにより、道路ネットワークデータＲｎを構
成する各データの具体的内容等は相違するが、図５に示すような分け方でのデータの配列
に関してはいずれのアプリ用データベース１９ａ～１９ｅについても同様となる。
【００５３】
　また、図３には示さないが、参照データベース１９には、道路ネットワークデータＲｎ
及び案内用データＧｄ等を構成する各データのレコード符号とパーマネントＩＤとの対照
テーブルが格納されている。図６は、この対照テーブルの具体例を示す図である。この図
に示すように、道路ネットワークデータＲｎや案内用データＧｄ等を構成する各データの
レコード符号は、ここでは、一例として、道路データの「Ａ１」、「Ａ２」、交差点デー
タの「Ａ１」、「Ａ２」等としている。この対照テーブルが存在することにより、後述す
る差分データファイルＤｆ（図７参照）に格納されているパーマネントＩＤデータと、参
照データベース１９を構成する各データとを対応させることが可能となる。したがって、
差分データファイルＤｆに格納されているパーマネントＩＤデータ及びそれに結び付けら
れた実体データと、参照データベース１９の案内用データＧｄを構成する各データとを対
応させ、差分データファイルＤｆに基づいて参照データベース１９の案内用データＧｄを
更新することが可能となる。
【００５４】
　自位置検出手段２１は、ナビゲーション装置１の現在位置を検出するための手段である
。そのため、自位置検出手段２１は、図示は省略するが、例えば、ＧＰＳ受信機、方位セ
ンサ、及び距離センサ等を備える。そして、これらにより取得された情報に基づいて現在
の位置を示す座標や進行方位等の情報を取得して、ナビゲーション用演算手段２０に出力
する。表示操作部２３は、液晶表示装置等の表示画面と、この表示画面に連動するタッチ
パネルや操作スイッチ等を備えて構成される。また、音声出力部２４は、スピーカ及びア
ンプ等を備えて構成される。そして、表示操作部２３及び音声出力部２４は、ドライバ２
２を介してナビゲーション用演算手段２０に接続され、ナビゲーション用演算手段２０の
動作に従って自位置表示、２地点間の経路計算、進路案内、目的地検索等のための表示や
音声出力等を行う。また、表示操作部２３は、ユーザによる操作入力を受け付けてナビゲ
ーション用演算手段２０にその内容を出力する。
【００５５】
１－２．ナビゲーション装置１の更新機能を実現するための構成
　ナビゲーション装置１は、上述した基本機能を実現するための構成に加えて、参照デー
タベース１９の更新機能を実現するための構成として、図１に示すように、通信手段１１
、メディア再生手段１２、差分データファイル受付手段１３、データ選別手段１４、ロー
カル保存データベース更新手段１５、ローカル保存データベース１６、変換手段１７、及
び参照データベース更新手段１８を備えている。そして、このナビゲーション装置１では
、参照データベース１９を更新するために、道路ネットワークデータＲｎに関しては、差
分データ配信サーバ３から提供された差分データファイルＤｆに基づいてローカル保存デ
ータベース１６を差分更新し、更新後のローカル保存データベース１６のデータを参照用
データ形式に変換して参照データベース１９の更新を行う。なお、画像データ、音声デー
タ、ＰＯＩ（Point of Interest）データ等の案内用データＧｄについては、各データ同
士の関連が少ないため、差分データファイルＤｆに基づいて、直接的に参照データベース
１９の更新を行うこととする。以下、これらの各構成について詳細に説明する。
【００５６】
　差分データファイル受付手段１３は、差分データ配信サーバ３から提供される差分デー
タファイルＤｆを受け付ける手段である。本実施形態では、通信手段１１又はメディア再
生手段１２を介して差分データファイルＤｆを受け付ける構成となっている。通信手段１
１は、無線基地局４との間で無線により差分データファイルＤｆを受信することが可能に
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構成されている。このような無線通信方法としては、例えば携帯電話網や無線ＬＡＮ（Lo
cal Area Network）等の公知の通信網を用いることができる。また、通信手段１１は、ユ
ーザやナビゲーション装置１の取扱い業者等の有する更新用端末５との間で通信を行い、
更新用端末５にインターネット等の通信ネットワーク６を介して送信された差分データフ
ァイルＤｆを受信することが可能に構成されている。ここで、更新用端末５としては、パ
ーソナルコンピュータ等を用いることができ、通信手段１１と更新用端末５との間の通信
方法としては、公知の有線又は無線の各種通信方法を用いることができる。また、メディ
ア再生手段１２は、差分データ配信サーバ３において作成された記録メディアを再生し、
そこに記録された差分データファイルＤｆを読み出すことが可能に構成されている。なお
、この差分データファイル受付手段１３は、通信手段１１を介して差分データ配信サーバ
３から差分データファイルＤｆを受信する際、或いはメディア再生手段１２により記録メ
ディアから差分データファイルＤｆを読み出す際に、ローカル保存データベース１６に格
納されている道路ネットワークデータＲｎのバージョンよりも新しいバージョンの差分デ
ータファイルＤｆのみを受け付ける構成となっている。
【００５７】
　差分データファイルＤｆは、ナビゲーション装置１の参照データベース１９に格納され
ているデータの内容に対して、実際の道路や施設の状態等に合わせて更新されるべきデー
タの内容を差分データとしてまとめたファイルである。この差分データファイルＤｆは、
後述するように、差分データ生成サーバ２において、ナビゲーション装置１のローカル保
存データベース１６と同じ内容を有する対照用ローカル保存データベース３３と新規デー
タとに基づいて生成される。
【００５８】
　図７は、差分データファイルＤｆの構成の具体例を示す図である。本実施形態では、差
分データファイルＤｆは、道路ネットワークデータＲｎの各区画（図３に示す区画＜１＞
～区画＜３＞等）に対応して作成されており、対応する区画を示す区画ＩＤデータｄａが
先頭に配置されている。また、差分データファイルＤｆは、更新のバージョンを示すバー
ジョンデータｄｂを有している。そして、差分データファイルＤｆは、更新対象となるデ
ータを更新の態様毎に分けて配列している。そのため、更新の態様毎のデータ群の先頭に
、「追加」、「変更」、「削除」の別を表す更新態様データｄｃが配置されている。更に
、差分データファイルＤｆは、更新の態様毎に分けられたデータ群の各データをデータ種
別順に配列している。そのため、データ種別毎のデータ群の先頭に、当該データ群のデー
タ種別を表すデータ種別ＩＤデータｄｄが配置されている。そして、このデータ種別ＩＤ
データｄｄの後に、各データのパーマネントＩＤデータ及びそれに結び付けられた実体デ
ータが配列されている。なお、更新の態様が「削除」となっているデータに関しては、新
たな実体データは必要ないのでパーマネントＩＤデータのみが配列されている。ここで、
パーマネントＩＤは、道路ネットワークデータＲｎや案内用データＧｄを構成する各実体
データに固有の地図データベース上でユニークなＩＤであり、参照データベース１９及び
ローカル保存データベース１６においても共通に用いられる。
【００５９】
　ここで、差分データファイルＤｆを構成するデータとしては、主に道路ネットワークデ
ータＲｎを構成する各種データ、及び案内用データＧｄを構成する各種データがある。具
体的には、道路ネットワークデータＲｎを構成する主要なデータであるネットワーク系デ
ータに関するデータ種別としては、「交差点データ」、「接続データ」、「道路データ」
、「形状データ」等がある。また、これらネットワーク系データに関連付けられ、道路ネ
ットワークデータＲｎを構成する付加的なデータとして道路拡張データ及び交差点拡張デ
ータがある。そして、道路拡張データに関するデータ種別としては、「道路名称データ」
、ＶＩＣＳ等の交通情報を道路データに関連付けるための「交通情報関連データ」等があ
り、交差点拡張データに関するデータ種別としては、「交差点名称データ」、交差点での
案内の要否及びその案内内容を構成する案内用データＧｄのパーマネントＩＤデータ等を
表す「交差点案内データ」等がある。このように本実施形態では、道路ネットワークデー
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タＲｎを構成する各種データを「交差点データ」、「接続データ」、「道路データ」、「
形状データ」、「道路名称データ」、「交通情報関連データ」、「交差点名称データ」、
「交差点案内データ」等の各要素種別に分類し、これら要素種別毎のデータをデータ種別
順に配列することとしている。なお、ここでは差分データファイルＤｆについて説明して
いるが、この点はローカル保存データベース１６に格納される道路ネットワークデータＲ
ｎについて同様である。また、案内用データＧｄに関するデータ種別としては、「画像デ
ータ」、「音声データ」、「ＰＯＩ（Point of Interest）データ」等がある。そして、
これらの各データ種別についてデータ種別ＩＤが付与されており、データ種別ＩＤデータ
ｄｄとして差分データファイルＤｆ内に配置されている。
【００６０】
　図１に戻り、データ選別手段１４は、差分データファイル受付手段１３により受け付け
られた差分データファイルＤｆ内のデータを、道路ネットワークデータＲｎに関するデー
タと、その他の案内用データＧｄ等とに選別する手段である。後述するように、本実施形
態では、ローカル保存データベース１６は道路ネットワークデータＲｎの差分更新用のデ
ータベースとなっている。そこで、データ選別手段１４は、差分データファイルＤｆから
選別した道路ネットワークデータＲｎに関するデータを、ローカル保存データベース更新
手段１５に送る。また、データ選別手段１４は、道路ネットワークデータＲｎ以外の案内
用データＧｄ等に関するデータを、参照データベース更新手段１８に送る。
【００６１】
　ローカル保存データベース１６は、道路ネットワークデータＲｎの差分更新用のデータ
ベースである。そのため、ローカル保存データベース１６に格納される道路ネットワーク
データＲｎは、参照データベース１９に格納される参照用データ形式とは異なる更新用デ
ータ形式で構成されている。図８は、更新用データ形式の道路ネットワークデータＲｎの
構成の具体例を示す図である。この図に示すように、更新用データ形式は、各データがデ
ータ種別順に配列されたデータ形式となっている。本実施形態では、参照データベース１
９と同様に、ローカル保存データベース１６内の道路ネットワークデータＲｎは、所定の
区画（図３に示す区画＜１＞～区画＜３＞参照）毎に分けられており、対応する区画を示
す区画ＩＤデータｄｆが先頭に配置されている。また、この道路ネットワークデータＲｎ
は、更新のバージョンを示すバージョンデータｄｇを有している。更に、この道路ネット
ワークデータＲｎは、これを構成する実体的なデータの配置を示すアドレスデータが格納
されたヘッダ部ｄｈを有している。
【００６２】
　ローカル保存データベース１６に格納される更新用データ形式の道路ネットワークデー
タＲｎは、これを構成するデータの種別として、差分データファイルＤｆと同様に、ネッ
トワーク系データに関して「交差点データ」、「接続データ」、「道路データ」、「形状
データ」等があり、道路拡張データに関して「道路名称データ」、「交通情報関連データ
」等があり、交差点拡張データに関して「交差点名称データ」、「交差点案内データ」等
がある。そして、これらの各データの配列は、データ種別順とされ、同じデータ種別のデ
ータが連続的に配列されている。具体的には、図８に示すように、先頭から、道路データ
Ａ１、道路データＡ２・・・と全ての道路データが連続的に配列され、次に、交差点デー
タＡ１、交差点データＡ２・・・と全ての交差点データが連続的に配列され、以降も全て
のデータ種別について同様に配列されている。そして、ヘッダ部ｄｈには、データ種別毎
のデータの配置領域及び同じデータ種別内での各データの配列を示すアドレスデータが格
納されている。したがって、ローカル保存データベース更新手段１５は、ヘッダ部ｄｈに
格納されている情報を参照することにより、ローカル保存データベース１６内の各データ
の配置情報を取得することができる。
【００６３】
　また、ローカル保存データベース１６には、参照データベース１９と同様に、図６に示
すような、道路ネットワークデータＲｎを構成する各データのレコード符号とパーマネン
トＩＤとの対照テーブルが格納されている。この対照テーブルが存在することにより、差
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分データファイルＤｆに格納されているパーマネントＩＤデータ及びそれに結び付けられ
た実体データと、ローカル保存データベース１６の道路ネットワークデータＲｎを構成す
る各データとを対応させ、差分データファイルＤｆに基づいてローカル保存データベース
１６の道路ネットワークデータＲｎを更新することが可能となる。
【００６４】
　なお、ローカル保存データベース１６は、参照データベース１９とは異なり、アプリケ
ーションプログラムに応じて分かれておらず、一つのデータベースとなっている。また、
ローカル保存データベース１６は、道路ネットワークデータＲｎに関するデータのみが格
納されており、案内用データＧｄに関するデータは格納されていない。
【００６５】
　ローカル保存データベース更新手段１５は、データ選別手段１４により選別された、差
分データファイルＤｆに含まれる道路ネットワークデータＲｎに関するデータに基づいて
、ローカル保存データベース１６の内容を更新する手段である。ここで、上記のとおり差
分データファイルＤｆ及びローカル保存データベース１６内の道路ネットワークデータＲ
ｎには区画ＩＤデータｄａ、ｄｆ（図７及び図８参照）が付与されている。したがって、
ローカル保存データベース更新手段１５は、区画ＩＤデータｄａ、ｄｆが一致する差分デ
ータファイルＤｆを用いて道路ネットワークデータＲｎの更新を区画毎に行う。更新の方
法は、差分データファイルＤｆに格納されている更新対象となるデータの更新態様が、「
追加」、「変更」、「削除」のいずれであるかによって異なる。
【００６６】
　ローカル保存データベース更新手段１５は、更新態様が「追加」である場合、そのデー
タに対応するデータ種別のデータが格納されている領域に当該更新対象のデータを追加し
、ヘッダ部ｄｈのアドレスデータに当該追加したデータの配列を示す情報を追加する。ま
た、対照テーブルも更新し、当該追加したデータのレコード符号とパーマネントＩＤの情
報を追加する。ローカル保存データベース更新手段１５は、更新態様が「変更」である場
合、まず図６に示すような対照テーブルに基づいて、差分データファイルＤｆに格納され
ている更新対象となるデータのパーマネントＩＤから対応するデータのレコード符号の情
報を取得する。そして、ローカル保存データベース１６の道路ネットワークデータＲｎが
備えるヘッダ部ｄｈのアドレスデータを参照して、更新対象となるデータの格納位置の情
報を取得し、更新対象となるデータを書き換える。ローカル保存データベース更新手段１
５は、更新態様が「削除」である場合、まず図６に示すような対照テーブルに基づいて、
差分データファイルＤｆに格納されている更新対象となるデータのパーマネントＩＤから
対応するデータのレコード符号の情報を取得する。そして、ローカル保存データベース１
６の道路ネットワークデータＲｎが備えるヘッダ部ｄｈのアドレスデータを参照して、更
新対象となるデータの格納位置の情報を取得し、更新対象となるデータ及びそのアドレス
データを削除する。また、対照テーブルも更新し、当該削除したデータのレコード符号と
パーマネントＩＤの情報を削除する。
【００６７】
　また、ローカル保存データベース更新手段１５は、ローカル保存データベース１６を差
分データファイルＤｆにより更新した場合には、ローカル保存データベース１６の当該更
新した区画の道路ネットワークデータＲｎのバージョンデータｄｇを、当該差分データフ
ァイルＤｆのバージョンデータｄｂ（図７参照）と同じバージョンとするように更新する
。
【００６８】
　変換手段１７は、ローカル保存データベース１６に格納された道路ネットワークデータ
Ｒｎのデータ形式を、更新用データ形式から参照用データ形式に変換する手段である。具
体的には、変換手段１７は、図８に示すように各データがデータ種別順に配列された更新
用データ形式の道路ネットワークデータＲｎを、図５に示すように各データが道路ネット
ワークの接続順に配列された参照用データ形式の道路ネットワークデータＲｎに変換する
処理を行う。ところで、上記のとおり参照データベース１９は複数のアプリ用データベー
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ス１９ａ～１９ｅに分かれており、各アプリ用データベース１９ａ～１９ｅのそれぞれに
各アプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５に応じた参照用データ形式の道路ネットワ
ークデータＲｎが格納されている。本実施形態においては、変換手段１７は、ローカル保
存データベース１６に格納された一つの更新用データ形式の道路ネットワークデータＲｎ
を変換し、各アプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５に応じた複数種類の参照用デー
タ形式の道路ネットワークデータＲｎを生成することが可能に構成されている。また、各
アプリ用データベース１９ａ～１９ｅ内において、道路ネットワークデータＲｎは所定の
区画（図３に示す区画＜１＞～区画＜３＞等）毎に分けられたデータとされている。した
がって、変換手段１７は、更新用データ形式から参照用データ形式への道路ネットワーク
データＲｎの変換処理を所定の区画毎に行う構成となっている。
【００６９】
　参照データベース更新手段１８は、参照データベース１９を更新する手段である。本実
施形態においては、道路ネットワークデータＲｎについては、変換手段１７による変換後
の道路ネットワークデータＲｎを用いて参照データベース１９を更新する。上記のとおり
、変換手段１７は、道路ネットワークデータＲｎの変換処理を、各アプリケーションプロ
グラムＰＧ１～ＰＧ５に応じた参照用データ形式で、所定の区画毎に行う構成となってい
る。したがって、参照データベース更新手段１８は、変換手段１７により変換される道路
ネットワークデータＲｎの単位毎、すなわち各アプリ用データベース１９ａ～１９ｅの所
定の区画毎に、参照データベース１９内の道路ネットワークデータＲｎを変換後の道路ネ
ットワークデータＲｎに置き換えることで更新を行う。具体的には、例えば変換手段１７
により、ローカル保存データベース１６内の区画＜１＞の道路ネットワークデータＲｎが
、表示プログラムＰＧ１に応じた参照用データ形式に変換された場合には、表示プログラ
ム用データベース１９ａの区画＜１＞の道路ネットワークデータＲｎを、当該変換後の道
路ネットワークデータＲｎにより置き換えることで更新を行う。
【００７０】
　また、参照データベース更新手段１８は、案内用データＧｄについては、データ選別手
段１４により選別された、差分データファイルＤｆに含まれる案内用データＧｄに関する
データに基づいて直接的に参照データベース１９を更新する。具体的には、参照データベ
ース更新手段１８は、まず図６に示す対照テーブルに基づいて、差分データファイルＤｆ
に格納されている更新対象となる案内用データＧｄのパーマネントＩＤから対応するデー
タのレコード符号の情報を取得する。そして、参照データベース１９から対応する案内用
データＧｄを抽出し、差分データファイルＤｆに格納されている実体データに基づいてデ
ータを書き換えることで更新を行う。
【００７１】
　また、この参照データベース更新手段１８は、ナビゲーションプログラムＰＧのアプリ
ケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５の実行中は、変換手段１７により変換されたデータ
を順次参照データベース１９の並行更新用領域Ｆｒに格納する。そして、変換手段１７に
よる変換処理の完了後に、並行更新用領域Ｆｒに格納されたデータを参照データベース１
９のデータに置き換えて参照データベース１９を更新する処理を行う。すなわち、ナビゲ
ーション用演算手段におけるアプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５の実行中は、当
該実行中のアプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５によって参照データベース１９の
所定のアプリ用データベース１９ａ～１９ｅが適宜参照される。一方、変換手段１７によ
るデータ形式の変換処理は比較的長い時間を要するため、アプリケーションプログラムＰ
Ｇ１～ＰＧ５の実行中に、変換手段１７による変換処理を行いつつ変換後のデータを各ア
プリ用データベース１９ａ～１９ｅに書き込んで参照データベース１９の更新を行うと、
実行中のアプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５の動作に支障が生じる恐れがある。
そこで、本実施形態においては、いずれかのアプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５
の実行中には、変換手段１７により変換されたデータを一時的に並行更新用領域Ｆｒに格
納し、変換処理の完了後に、並行更新用領域Ｆｒに格納されたデータを参照データベース
１９のデータに置き換えて参照データベース１９を更新する処理を行う。これにより、ナ
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ビゲーションプログラムＰＧを動作させ、自位置表示、出発地から目的地までの経路計算
、進路案内、目的地検索等のナビゲーション装置１の基本機能を動作させながら、同時並
行的に参照データベース１９の更新処理を行うことが可能となる。なお、並行更新用領域
Ｆｒに格納されたデータを参照データベース１９のデータに置き換える処理は、例えば、
並行更新用領域Ｆｒに格納されたデータと対応する更新前のデータとの間で、参照データ
ベース１９内における格納領域のアドレスを入れ替えること等により行うことができる。
【００７２】
１－３．差分データ生成サーバ２の構成
　差分データ生成サーバ２は、差分データファイルＤｆを生成し、それを差分データ配信
サーバ３に提供する処理を行うサーバ装置である。このような処理を実行するための構成
として、差分データ生成サーバ２は、新規データ受付手段としての入力端末３１、データ
種別判定手段３２、対象用ローカル保存データベース３３、新ローカル保存データベース
３４、新ローカル保存データベース生成手段３５、及び差分データファイル生成手段３６
を備えている。
【００７３】
　入力端末３１は、新規データの入力を受け付けるための端末である。ここで入力される
新規データは、ナビゲーション装置１の参照データベース１９に格納された道路ネットワ
ークデータＲｎや案内用データＧｄ等の内容に対して新たに追加、変更、削除等されるべ
き内容の具体的なデータとなる。例えば、現実に新たな道路が作られた場合、当該道路に
関する部分の道路ネットワークデータＲｎを構成する交差点データ、接続データ、道路デ
ータ、及び形状データ等や、当該道路の新設に伴って必要となる案内用データＧｄを構成
する各種の画像データ、音声データ、ＰＯＩデータ等が、新規データとして入力端末３１
から入力される。また、例えば、道路が撤去されてなくなった場合には、当該道路の撤去
に伴って不要となる部分の道路ネットワークデータＲｎを構成する各種データや案内用デ
ータＧｄ等を指定する情報が入力される。このようなデータを指定する情報としては、例
えば、各データのパーマネントＩＤや識別符号等を用いることができる。この入力端末３
１としては、具体的には、キーボード、マウス、モニタ等を備えたパーソナルコンピュー
タ等を用いることができる。
【００７４】
　データ種別判定手段３２は、入力端末３１から入力された新規データが、道路ネットワ
ークデータＲｎに関するデータであるか、その他の案内用データＧｄ等であるかを判定し
、それらを選別する手段である。後述するように、本実施形態では、対照用ローカル保存
データベース３３は、ナビゲーション装置１のローカル保存データベース１６と同じ内容
を有する道路ネットワークデータＲｎのデータベースとなっており、新ローカル保存デー
タベース３４は、対照用ローカル保存データベース３３の内容を新規データにより更新し
たものであり、同じく道路ネットワークデータＲｎのデータベースとなっている。そこで
、データ種別判定手段３２は、新規データから選別した道路ネットワークデータＲｎに関
するデータを、新ローカル保存データベース生成手段３５に送る。また、データ種別判定
手段３２は、道路ネットワークデータＲｎ以外の案内用データＧｄ等に関するデータを、
差分データファイル生成手段３６に送る。
【００７５】
　対象用ローカル保存データベース３３は、ナビゲーション装置１のローカル保存データ
ベース１６と同じ内容を有するデータベースである。すなわち、対照用ローカル保存デー
タベース３３には、例えば図８に示すような、更新用データ形式の道路ネットワークデー
タＲｎが所定の区画（図３に示す区画＜１＞～区画＜３＞参照）毎に分けられて格納され
ている。また、ローカル保存データベース１６と同様に、対象用ローカル保存データベー
ス３３には、図６に示すような、道路ネットワークデータＲｎを構成する各データのレコ
ード符号とパーマネントＩＤとの対照テーブルが格納されている。そして、この対照用ロ
ーカル保存データベース３３の内容は、差分データファイルＤｆを生成した後に、新ロー
カル保存データベース３４の内容と一致するように更新されることにより、差分データフ
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ァイルＤｆにより更新されるナビゲーション装置１のローカル保存データベース１６と常
に同じ内容になるよう維持される。但し、本実施形態では、後述するように、新ローカル
保存データベース３４には、新規データにより更新された区画のみについて道路ネットワ
ークデータＲｎが格納される。したがって、対象用ローカル保存データベース３３に格納
されている道路ネットワークデータＲｎの更新も、新ローカル保存データベース３４に格
納されている区画の道路ネットワークデータＲｎについてのみ行われる。また、このよう
な対象用ローカル保存データベース３３の更新の際には、更新された区画の道路ネットワ
ークデータＲｎについてのバージョンデータｄｇ（図８参照）が、生成した差分データフ
ァイルＤｆのバージョンデータｄｂ（図７参照）と同じバージョンとなるように更新され
る。
【００７６】
　新ローカル保存データベース３４は、対照用ローカル保存データベース３３と同じデー
タ形式であって、入力端末３１から入力された新規データの内容で更新された内容を有す
るデータベースである。すなわち、新ローカル保存データベース３４には、対照用ローカ
ル保存データベース３３と同様に、例えば図８に示すような、更新用データ形式の道路ネ
ットワークデータＲｎと、図６に示すような、道路ネットワークデータＲｎを構成する各
データのレコード符号とパーマネントＩＤとの対照テーブルとが格納されている。但し、
後述するように、新ローカル保存データベース生成手段３５は、所定の区画（図３に示す
区画＜１＞～区画＜３＞参照）毎に道路ネットワークデータＲｎを更新して新ローカル保
存データベース３４に格納する。したがって、新ローカル保存データベース３４には、道
路ネットワークデータＲｎに関しては、更新された区画についてのデータのみが格納され
る。また、対照テーブルについては、その内容は、対照用ローカル保存データベース３３
に対して、新規データの内容で更新された部分が相違するものとなっている。
【００７７】
　新ローカル保存データベース生成手段３５は、対照用ローカル保存データベース３３と
入力端末３１から入力された新規データとに基づいて、新ローカル保存データベース３４
を生成する手段である。具体的には、新ローカル保存データベース生成手段３５は、入力
端末３１から入力された、追加、変更、削除等されるべき道路ネットワークデータＲｎの
部分に関するデータを、対照用ローカル保存データベース３３に格納されているのと同様
の更新用データ形式に変換する。そして、新ローカル保存データベース生成手段３５は、
対照用ローカル保存データベース３３から更新対象となる区画の道路ネットワークデータ
Ｒｎを読み出し、当該変換後のデータを用いてその道路ネットワークデータＲｎの内容に
、追加、変更、削除等を行って更新する。そして、更新後の当該区画の道路ネットワーク
データＲｎを新ローカル保存データベース３４に格納する。またこれに対応して、新ロー
カル保存データベース生成手段３５は、対照テーブル（図６参照）の内容についても追加
、変更、削除等を行って更新し、更新後の対照テーブルを新ローカル保存データベース３
４に格納する。
【００７８】
　例えば、現実に新たな道路が作られた場合、当該道路に関する部分の道路ネットワーク
データＲｎを構成する交差点データ、接続データ、道路データ、及び形状データ等が入力
端末３１から入力される。そこで、新ローカル保存データベース生成手段３５は、それら
のデータ形式を更新用データ形式に整え、各データの座標情報や接続データの内容等に基
づいて、対照用ローカル保存データベース３３から更新対象となる区画の既存の道路ネッ
トワークデータＲｎを読み出し、当該道路ネットワークデータＲｎに新たな道路に関する
データを追加する処理を行う。この際、既存の道路ネットワークデータＲｎを構成するデ
ータの中の関連するデータに対しても必要な変更等を行う。更に、新ローカル保存データ
ベース生成手段３５は、新たに追加されたデータについて新たなパーマネントＩＤを付与
し、対照テーブル（図６参照）に追加する処理も行う。また、例えば、道路が撤去されて
なくなった場合には、当該道路の撤去に伴って不要となる部分の道路ネットワークデータ
Ｒｎを構成する各種データを指定する情報が入力端末３１から入力される。そこで、新ロ
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ーカル保存データベース生成手段３５は、対照用ローカル保存データベース３３から更新
対象となる区画の既存の道路ネットワークデータＲｎを読み出し、不要となる道路ネット
ワークデータＲｎの部分を構成するデータを既存の道路ネットワークデータＲｎから削除
するとともに、関連するデータに対して必要な変更等を行う。更に、新ローカル保存デー
タベース生成手段３５は、削除されたデータについてのパーマネントＩＤを対照テーブル
（図６参照）から削除する処理も行う。
【００７９】
　差分データファイル生成手段３６は、対照用ローカル保存データベース３３と新ローカ
ル保存データベース３４との差分に基づいて差分データファイルＤｆを生成する手段であ
る。上記のとおり、対照用ローカル保存データベース３３は、ナビゲーション装置１のロ
ーカル保存データベース１６と同じ内容を有するデータベースとなっており、新ローカル
保存データベース３４は、対照用ローカル保存データベース３３と同じデータ形式であっ
て入力端末３１から入力された新規データの内容で更新された内容を有するデータベース
となっている。したがって、これら２つのデータベースの内容を比較し、これらの差分を
抽出することにより、差分データファイルＤｆの内容を構成する道路ネットワークデータ
Ｒｎに関するデータを取得することができる。また、差分データファイル生成手段３６に
は、データ種別判定手段３２で選別された道路ネットワークデータＲｎ以外の案内用デー
タＧｄ等に関するデータが送られてくる。そこで、差分データファイル生成手段３６は、
対照用ローカル保存データベース３３と新ローカル保存データベース３４との差分として
取得した道路ネットワークデータＲｎに関するデータと、データ種別判定手段３２から送
られてきた案内用データＧｄ等に関するデータとをまとめ、所定の差分データファイルＤ
ｆのデータ形式にすることで差分データファイルＤｆを生成する。なお、この差分データ
ファイルＤｆは、新ローカル保存データベース３４に格納された更新した区画についての
道路ネットワークデータＲｎに合わせて、所定の区画毎に生成される。
【００８０】
　差分データファイルＤｆの具体的内容については、既に説明したとおりであるので詳し
い説明はしないが、本実施形態では、図７に示すように、差分データファイルＤｆは、区
画ＩＤデータｄａ及びバージョンデータｄｂの後に、「追加」、「変更」、「削除」とい
った更新態様毎に分けて、各データをデータ種別順に配置して構成されている。区画ＩＤ
データｄａは、当該差分データファイルＤｆによる更新対象となる道路ネットワークデー
タＲｎの区画を表すデータであり、当該差分データファイルＤｆを生成する元となった道
路ネットワークデータＲｎの区画を示すデータとされる。また、差分データファイル生成
手段３６は、これまでの差分データファイルＤｆの生成回数を計数して図示しないバージ
ョンデータ保存手段に記憶しておき、当該生成回数に応じた連番等をバージョンデータｄ
ｂとして付与する。なお、本実施形態では、このような差分データファイルＤｆの生成回
数は、道路ネットワークデータＲｎの区画に合わせて区画毎に計数し、区画毎の連番等を
バージョンデータｄｂとする。各実体データに関連付けられるパーマネントＩＤは、新ロ
ーカル保存データベース３４に格納された対照テーブル（図６参照）に基づいて付与され
る。また、更新態様を表す更新態様データｄｃや、データ種別ＩＤデータｄｄは、差分デ
ータファイル生成手段３６が備える図示しないテーブルに基づいて付与される。そして、
差分データファイル生成手段３６により生成された差分データファイルＤｆは、差分デー
タ配信サーバ３に送信され、差分データベース４１に格納される。
【００８１】
１－４．差分データ配信サーバ３の構成
　差分データ配信サーバ３は、差分データ生成サーバ２により生成された差分データファ
イルＤｆをナビゲーション装置１に提供するための処理を行うサーバ装置である。このよ
うな処理を実行するための構成として、差分データ配信サーバ３は、差分データベース４
１と、ナビゲーション装置１に提供するための差分データファイルＤｆを出力する差分デ
ータファイル出力手段４４としての配信手段４２及びメディア作成手段４３とを備えてい
る。



(23) JP 5261439 B2 2013.8.14

10

20

30

40

50

【００８２】
　差分データベース４１は、差分データ生成サーバ２により生成された差分データファイ
ルＤｆを格納するデータベースである。この差分データベース４１内には、差分データ生
成サーバ２によりこれまでに生成された全ての差分データファイルＤｆが格納されている
。すなわち、差分データベース４１には、道路ネットワークデータＲｎに合わせた区画毎
に、１又は２以上のバージョンの差分データファイルＤｆが格納されている。
【００８３】
　配信手段４２は、ナビゲーション装置１に対して差分データファイルＤｆを配信するた
めの手段である。本実施形態では、配信手段４２は、無線基地局４を介して、或いは通信
ネットワーク６及び更新用端末５を介してナビゲーション装置１に差分データファイルＤ
ｆを配信することが可能に構成されている。また、メディア作成手段４３は、差分データ
配信サーバ３の図示しない操作手段から指示等に従い、差分データベース４１に格納され
た差分データファイルＤｆを記録メディアＭｅに記録可能に構成されている。この差分デ
ータ配信サーバ３による差分データファイルＤｆの提供方法については、後にフローチャ
ートを用いて詳細に説明する。
【００８４】
１－５．差分データファイルの生成方法
　次に、差分データ生成サーバ２による、差分データファイルＤｆの生成方法について図
９に示すフローチャートに基づいて説明する。差分データ生成サーバ２では、まず、入力
端末３１により新規データの入力を受け付けた場合には（ステップ＃０１：Ｙｅｓ）、デ
ータ種別判定手段３２は、新規データが道路ネットワークデータＲｎに関するデータであ
るか否かを判定する（ステップ＃０２）。そして、道路ネットワークデータＲｎに関する
データについては（ステップ＃０２：Ｙｅｓ）、新ローカル保存データベース生成手段３
５に送られ、新ローカル保存データベース生成手段３５が、新ローカル保存データベース
３４を生成する（ステップ＃０３）。一方、道路ネットワークデータＲｎに関するデータ
以外の案内用データＧｄ等については（ステップ＃０２：Ｎｏ）、ステップ＃０３の処理
は行わない。なお、新規データに道路ネットワークデータＲｎとそれ以外の案内用データ
Ｇｄ等との両方が含まれている場合には、これらを選別して道路ネットワークデータＲｎ
に関するデータは新ローカル保存データベース生成手段３５に送り、案内用データＧｄ等
は差分データファイル生成手段３６に送る。
【００８５】
　次に、差分データファイル生成手段３６が、対照用ローカル保存データベース３３と新
ローカル保存データベース３４との差分に基づいて差分データファイルＤｆを生成する（
ステップ＃０４）。そして、生成した差分データファイルＤｆを差分データ配信サーバ３
に送信して差分データベース４１に格納する（ステップ＃０５）。その後、対照用ローカ
ル保存データベース３３の内容を、新ローカル保存データベース３４の一致させるように
更新する（ステップ＃０６）。以上で、差分データ生成サーバ２による差分データファイ
ルＤｆの生成処理を終了する。
【００８６】
１－６．差分データファイルの提供方法
　次に、差分データ配信サーバ３による、ナビゲーション装置１への差分データファイル
Ｄｆの提供方法について図１０に示すフローチャートに基づいて説明する。差分データ配
信サーバ３では、まず、配信手段４２が、ナビゲーション装置１との間で通信が可能な状
態にあるか否かを判定する（ステップ＃１１）。なお、配信手段４２は、上記のとおり、
無線基地局４や通信ネットワーク６及び更新用端末５を介してナビゲーション装置１との
通信を行う。そして、ナビゲーション装置１との間で通信可能である場合には（ステップ
＃１１：Ｙｅｓ）、次に、配信手段４２が、ナビゲーション装置１に対してローカル保存
データベース１６に格納されている道路ネットワークデータＲｎのバージョン情報を要求
する（ステップ＃１２）。この際、ナビゲーション装置１側では、ローカル保存データベ
ース１６に格納されている区画毎の道路ネットワークデータＲｎのそれぞれのバージョン
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データｄｇを読み出し、区画毎の道路ネットワークデータＲｎのバージョン情報として差
分データ配信サーバ３に送信する。
【００８７】
　一方、配信手段４２は、差分データベース４１内に格納されている各差分データファイ
ルＤｆのバージョンデータｄｂに基づいて、各区画の差分データファイルＤｆの最新のバ
ージョン情報を取得する（ステップ＃１３）。そして、配信手段４２が、ステップ＃１３
で取得した各区画の差分データファイルＤｆの最新のバージョン情報と、ナビゲーション
装置１から受信した区画毎の道路ネットワークデータＲｎのバージョン情報と比較して、
バージョンが同じであるか否かを判定する（ステップ＃１４）。この際、バージョンの比
較は、同じ区画ＩＤデータｄａ、ｄｆ（図７及び図８参照）をもつ差分データファイルＤ
ｆと道路ネットワークデータＲｎとで区画毎に行う。そして、バージョンが同じでない場
合（ステップ＃１４：Ｎｏ）、すなわち同じ区画についての差分データファイルＤｆの最
新のバージョンが、ナビゲーション装置１の道路ネットワークデータＲｎのバージョンよ
りも新しい場合には、道路ネットワークデータＲｎのバージョンより新しい全ての差分デ
ータファイルＤｆをナビゲーション装置１に送信する。一方、バージョンが同じである場
合（ステップ＃１４：Ｙｅｓ）、すなわち同じ区画についての差分データファイルＤｆの
最新のバージョンが、ナビゲーション装置１の道路ネットワークデータＲｎのバージョン
と同じである場合には、差分データファイルＤｆによる更新を行う必要がないので、差分
データファイルＤｆを送信することなく処理は終了する。
【００８８】
　また、差分データ配信サーバ３では、配信手段４２がナビゲーション装置１との間で通
信が可能な状態にない場合には（ステップ＃１１：Ｎｏ）、次に、差分データ配信サーバ
３の図示しない操作手段からのメディア作成要求があるか否かについて判定する（ステッ
プ＃１６）。そして、メディア作成要求がある場合には、差分データベースに格納されて
いる全ての差分データファイルＤｆを記録メディアＭｅに記録する（ステップ＃１７）。
このように作成された差分データファイルＤｆを記録した記録メディアＭｅは、郵送等に
よりナビゲーション装置１のユーザや取扱い業者等に送付される。以上で処理は終了する
。
【００８９】
１－７．ナビゲーション装置１における参照データベース１９の更新方法
　次に、ナビゲーション装置１における、参照データベース１９の更新方法について図１
１に示すフローチャートに基づいて説明する。ナビゲーション装置１では、まず、差分デ
ータファイル受付手段１３が差分データファイルＤｆを受け付けた場合には（ステップ＃
２１：Ｙｅｓ）、データ選別手段１４が、受け付けた差分データファイルＤｆ内のデータ
を、道路ネットワークデータＲｎに関するデータと、その他の案内用データＧｄ等とに選
別する（ステップ＃２２）。そして、道路ネットワークデータＲｎに関するデータ以外の
案内用データＧｄ等については（ステップ＃２２：Ｎｏ）、参照データベース更新手段１
８に送り、参照データベース更新手段１８が当該データにより参照データベース１９の案
内用データＧｄ等を直接更新する（ステップ＃２３）。一方、道路ネットワークデータＲ
ｎに関するデータについては（ステップ＃２２：Ｙｅｓ）、ローカル保存データベース更
新手段１５に送り、ローカル保存データベース更新手段１５がローカル保存データベース
１６に格納された道路ネットワークデータＲｎを更新する（ステップ＃２４）。
【００９０】
　次に、ナビゲーション装置１は、ナビゲーション用演算手段２０においてナビゲーショ
ンプログラムＰＧが実行中か否かについて判定する（ステップ＃２５）。ここで、ナビゲ
ーションプログラムＰＧが実行中でない場合には（ステップ＃２５：Ｎｏ）、変換手段１
７が、ローカル保存データベース１６から読み出した道路ネットワークデータＲｎを各ア
プリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５に応じた参照用データ形式の道路ネットワーク
データＲｎに変換する（ステップ＃２６）。そして、参照データベース更新手段１８が、
変換後の道路ネットワークデータＲｎにより順次参照データベース１９の各アプリ用デー
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タベース１９ａ～１９ｅの内容を更新する（ステップ＃２７）。一方、ナビゲーションプ
ログラムＰＧが実行中である場合には（ステップ＃２５：Ｙｅｓ）、変換手段１７が、ロ
ーカル保存データベース１６から読み出した道路ネットワークデータＲｎを各アプリケー
ションプログラムＰＧ１～ＰＧ５に応じた参照用データ形式の道路ネットワークデータＲ
ｎに変換する（ステップ＃２８）。そして、参照データベース更新手段１８が、変換後の
道路ネットワークデータＲｎを参照データベース１９の並行更新用領域に順次格納する（
ステップ＃２９）。そして、ステップ＃２８の変換処理を行う対象となっている道路ネッ
トワークデータＲｎの変換処理が全て終了するまでは（ステップ＃３０：Ｎｏ）、ステッ
プ＃２８及び＃２９の処理を行い、当該変換処理が完了した後に（ステップ＃３０：Ｙｅ
ｓ）、並行更新用領域Ｆｒに格納されたデータを参照データベース１９のデータに置き換
えて参照データベース１９を更新する（ステップ＃３１）。以上で処理を終了する。
【００９１】
２．第二の実施形態
　次に、本発明の第二の実施形態について図面に基づいて説明する。図１２は、本実施形
態に係るデータ更新システムの全体の構成を模式的に示すブロック図である。本実施形態
に係るナビゲーション装置１は、参照データベース１９を有しておらず、代わりに一時記
憶領域２７を備えている。そして、このナビゲーション装置１は、ナビゲーション用演算
手段２０におけるナビゲーションプログラムＰＧの実行に際して、各アプリケーションプ
ログラムＰＧ１～ＰＧ５からの要求に従ってデータ抽出手段２５により必要なデータをロ
ーカル保存データベース１６から抽出し、変換手段１７により参照用データ形式に変換し
て一時記憶領域２７に格納する。そして、一時記憶領域２７に一時的に格納された参照用
データ形式の道路ネットワークデータＲｎ等のデータを各アプリケーションプログラムＰ
Ｇ１～ＰＧ５により参照する。また、本実施形態では参照データベース１９を備えないた
め、ローカル保存データベース１６には道路ネットワークデータＲｎ以外の案内用データ
Ｇｄ等も格納されている。このナビゲーション装置１は、参照データベース１９を備えな
いことにより、ナビゲーション装置１が備えるハードディスクドライブ等の記憶手段に必
要とされる容量を小さく抑えることができる構成となっている。なお、差分データ生成サ
ーバ２及び差分データ配信サーバ３の構成については、上記第一の実施形態と同様である
。また、その他の構成についても、特に説明しない点については、上記第一の実施形態と
同様である。以下、上記第一の実施形態との相違点を中心に説明する。
【００９２】
２－１．第一の実施形態と異なるナビゲーション装置１の構成
　上記のとおり、本実施形態においては、ローカル保存データベース１６に格納されるデ
ータは道路ネットワークデータＲｎだけでなく、案内用データＧｄ等の他のデータも格納
される。ここで、案内用データＧｄの格納状態は、上記第一の実施形態における参照デー
タベース１９内での格納状態と同様であり、案内用データＧｄを構成する各データは、道
路ネットワークデータＲｎに含まれるリンクやノード等（図４参照）のデータに関連付け
られて格納されている。そのため、このナビゲーション装置１は、データ選別手段１４を
備えておらず、差分データファイル受付手段１３により受け付けられた差分データファイ
ルＤｆに含まれる情報は、全てローカル保存データベース更新手段１５に送られる。そし
て、ローカル保存データベース更新手段１５により、差分データファイルＤｆに含まれる
道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等のデータに基づいて、ローカル保存
データベース１６の内容が更新される。この際の道路ネットワークデータＲｎの更新につ
いては上記第一の実施形態と同様である。また、案内用データＧｄの更新については、上
記第一の実施形態における参照データベース１９内の案内用データＧｄの更新と同様であ
る。
【００９３】
　データ抽出手段２５は、ナビゲーションプログラムＰＧの各アプリケーションプログラ
ムＰＧ１～ＰＧ５からの要求に従って、ローカル保存データベース１６の中から必要なデ
ータを抽出する手段である。本実施形態においては、データ抽出手段２５は、所定の区画
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毎の道路ネットワークデータＲｎ及びそれに関連付けられた案内用データＧｄを最小単位
としてローカル保存データベース１６から抽出する。したがって、例えば、ナビゲーショ
ン装置１においてユーザにより現在地から所定の目的地までの経路が設定されている場合
には、データ抽出手段２５は、現在地周辺を含む区画、目的地周辺を含む区画、及び現在
地から目的地までの間の経路周辺を含む区画の道路ネットワークデータＲｎ及び案内用デ
ータＧｄ等を必要なデータとしてローカル保存データベース１６から抽出する。また、例
えば目的地までの経路が設定されていない場合には、データ抽出手段２５は、現在地を含
む区画の道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄを必要なデータとしてローカ
ル保存データベース１６から抽出する。データ抽出手段２５により抽出されたデータは、
変換手段１７に送られる。
【００９４】
　変換手段１７は、データ抽出手段２５により抽出された道路ネットワークデータＲｎ及
び案内用データＧｄ等のデータを、各アプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５に応じ
た参照用データ形式に変換する。本実施形態においては、変換手段１７は、各アプリケー
ションプログラムＰＧ１～ＰＧ５の個別の実行状態に関わらず、全てのアプリケーション
プログラムＰＧ１～ＰＧ５に応じた参照用データ形式への変換を行うこととする。このよ
うな変換後の参照用データ形式の道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等は
、一時記憶領域２７に格納される。そして、ナビゲーションプログラムＰＧによる参照が
終了するまでは、ナビゲーションプログラムＰＧにより参照可能な状態とされる。なお、
例えば設定経路が変更された場合等には、ナビゲーションプログラムＰＧによる参照が行
われなくなった区画についての道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等は、
一時記憶領域２７から消去される。また、例えばナビゲーション装置１の電源が切られた
場合にも一時記憶領域２７に格納されたデータは消去される。
【００９５】
２－２．ナビゲーション装置１におけるデータベースの更新に伴う動作方法
　次に、ナビゲーション装置１における、ローカル保存データベース１６の更新に伴う動
作方法について図１３に示すフローチャートに基づいて説明する。このナビゲーション装
置１では、差分データファイル受付手段１３が差分データファイルＤｆを受け付けた場合
には（ステップ＃４１：Ｙｅｓ）、差分データファイルＤｆに含まれる情報をローカル保
存データベース更新手段１５に送り、ローカル保存データベース更新手段１５がローカル
保存データベース１６の内容を更新する（ステップ＃４２）。そして、ナビゲーションプ
ログラムＰＧからの要求があった場合には（ステップ＃４３：Ｙｅｓ）、データ抽出手段
２５が、ナビゲーションプログラムＰＧの各アプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５
からの要求に従って、ローカル保存データベース１６の中から上記のように必要なデータ
を抽出する（ステップ＃４４）。そして、変換手段１７が、データ抽出手段２５により抽
出された道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等のデータを、更新用データ
形式から各アプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５に応じた参照用データ形式に変換
する（ステップ＃４５）。
【００９６】
　ステップ＃４５による変換後のデータは、一時記憶領域２７に格納される（ステップ＃
４６）。そして、ナビゲーションプログラムＰＧによる参照が終了するまでは（ステップ
＃４７：Ｎｏ）、変換後のデータは一時記憶領域２７に格納されたままでナビゲーション
プログラムＰＧにより参照可能な状態とされる。その後、ナビゲーションプログラムＰＧ
による参照が終了した場合には（ステップ＃４７：Ｙｅｓ）、一時記憶領域２７に格納さ
れた変換後の道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等のデータは消去される
（ステップ＃４８）。この際、データの消去は、所定の区画毎に行うことが可能となって
いる。したがって、設定経路が変更された場合等には、ナビゲーションプログラムＰＧに
よる参照が行われなくなった区画についての道路ネットワークデータＲｎ及び案内用デー
タＧｄ等は一時記憶領域２７から消去されるが、参照が行われている区画についてのデー
タ消去されずに一時記憶領域２７に格納されたままとすることができる。なお、ナビゲー
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ション装置１の電源が切られた場合等には、一時記憶領域２７に格納されたデータは全て
消去される。以上で処理は終了する。
【００９７】
３．第三の実施形態
　次に、本発明の第三の実施形態について図面に基づいて説明する。図１４は、本実施形
態に係るデータ更新システムの全体の構成を模式的に示すブロック図である。本実施形態
に係るナビゲーション装置１は、上記第二の実施形態に係る構成と類似する構成を有して
いるが、参照データベース１９及び参照データベース更新手段１８と、ローカル保存デー
タベース１６のデータがデータ抽出手段２５により抽出される頻度を判定する抽出頻度判
定手段２６とを備えている点で前記第二の実施形態とは相違している。そして、このナビ
ゲーション装置１では、データ抽出手段２５により抽出される頻度が高いデータを抽出頻
度判定手段２６で判定し、そのようなデータを、変換手段１７による変換後の参照用デー
タ形式で参照データベース１９に格納することで、変換手段１７による変換処理の負荷を
軽減する構成となっている。なお、差分データ生成サーバ２及び差分データ配信サーバ３
の構成については、上記第一及び第二の実施形態と同様である。また、その他の構成につ
いて、特に説明しない点については、上記第二の実施形態と同様である。以下、上記第二
の実施形態との相違点を中心に説明する。
【００９８】
３－１．第二の実施形態と異なるナビゲーション装置１の構成
　上記のとおり、本実施形態に係るナビゲーション装置１は、上記第二の実施形態の構成
に加えて参照データベース１９、参照データベース更新手段１８、及び抽出頻度判定手段
２６を備えている。ここで、抽出頻度判定手段２６は、ローカル保存データベース１６の
データが、ナビゲーションプログラムＰＧからの要求に従ってデータ抽出手段２５により
抽出される頻度を判定する手段である。本実施形態においては、上記第二の実施形態と同
様に、データ抽出手段２５は、所定の区画毎の道路ネットワークデータＲｎ及びそれに関
連付けられた案内用データＧｄを最小単位としてローカル保存データベース１６から抽出
する。そこで、本実施形態では、抽出頻度判定手段２６は、所定の区画毎の道路ネットワ
ークデータＲｎの抽出回数を計数し、当該抽出回数を所定のしきい値Ｎと比較することに
より抽出頻度を判定することが可能な構成としている。具体的には、抽出頻度判定手段２
６は、図示は省略するが、所定の区画毎の道路ネットワークデータＲｎの抽出回数を計数
する計数手段と、計数結果を記憶する抽出回数保存手段とを備えている。この抽出頻度判
定手段２６は、データ抽出手段２５により道路ネットワークデータＲｎが抽出される度に
、当該抽出された区画の道路ネットワークデータＲｎの抽出回数に１を加算していく。そ
して、抽出回数保存手段に保存されている抽出回数の計数結果がしきい値Ｎを超えた場合
に、当該区画についての道路ネットワークデータＲｎ及びそれに関連付けられた案内デー
タＧｄ等の抽出頻度が高いと判定する。
【００９９】
　そして、抽出頻度判定手段２６により抽出頻度が高いと判定された道路ネットワークデ
ータＲｎ及び案内用データＧｄ等は、参照データベース更新手段１８が、変換手段１７に
よる変換後の参照用データ形式で参照データベース１９に格納する。したがって、本実施
形態においては、参照データベース１９には、抽出頻度判定手段２６により抽出頻度が高
いと判定された道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等のみが格納されるこ
とになる。
【０１００】
３－２．抽出頻度判定及び参照データベース１９へのデータの格納方法
　次に、本実施形態に係るナビゲーション装置１における特有の動作方法である、抽出頻
度判定及び参照データベース１９へのデータの格納方法について図１５に示すフローチャ
ートに基づいて説明する。このナビゲーション装置１では、データ抽出手段２５による道
路ネットワークデータＲｎ及びそれに関連付けられた案内用データＧｄの抽出があった場
合には（ステップ＃５１：Ｙｅｓ）、抽出頻度判定手段２６は、抽出された区画の道路ネ
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ットワークデータＲｎの抽出回数に１を加算し、抽出回数保存手段に当該抽出回数を記憶
する（ステップ＃５２）。そして、抽出頻度判定手段２６は、抽出回数保存手段に記憶さ
れた抽出回数が、所定のしきい値Ｎ以上であるか否かを判断する（ステップ＃５３）。こ
こで、抽出回数がしきい値Ｎ未満である場合には（ステップ＃５３：Ｎｏ）、抽出頻度は
低いと判定して処理は終了する。一方、抽出回数がしきい値Ｎ以上である場合には（ステ
ップ＃５３：Ｙｅｓ）、抽出頻度が高いと判定し、参照データベース更新手段１８が、当
該道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等を変換手段１７による変換後の参
照用データ形式で参照データベース１９に格納する（ステップ＃５４）。以上で処理は終
了する。
【０１０１】
４．その他の実施形態
（１）上記の各実施形態において説明した、参照用データ形式及び更新用データ形式の道
路ネットワークデータＲｎや、差分データファイルＤｆ等の具体的構成は単なる例示であ
り、これらのデータの構成を上記の各実施形態とは異なる構成とすることも当然に可能で
ある。
【０１０２】
（２）上記の各実施形態では、差分データ生成サーバ２の対照用ローカル保存データベー
ス３３の内容が、差分データファイルＤｆを生成した後に、新ローカル保存データベース
３４の内容と一致するように更新される場合を例として説明した。この際、更新前の対照
用ローカル保存データベース３３の内容を消去することも可能であるが、その内容をバー
ジョンデータとともに対照用ローカル保存データベース３３に保存しておく構成とするこ
とも好適な実施形態の一つである。このような構成とした場合、対照用ローカル保存デー
タベース３３には、所定の区画毎に複数のバージョンの道路ネットワークデータＲｎが格
納されることになる。
【０１０３】
（３）上記の各実施形態では、差分データ生成サーバ２は、新規データに基づいて新ロー
カル保存データベース３４を生成し、対照用ローカル保存データベース３３と新ローカル
保存データベース３４との差分に基づいて差分データファイルＤｆを生成する構成を例と
して説明した。しかし、差分データ生成サーバ２の構成は、このようなものに限定されな
い。したがって、例えば、差分データ生成サーバ２が、新ローカル保存データベース３４
を生成することなく、新規データと対照用ローカル保存データベース３３とから差分デー
タファイルＤｆを生成する構成とすることも好適な実施形態の一つである。
【０１０４】
（４）上記の各実施形態では、差分データ生成サーバ２により、少なくとも新規データと
対照用ローカル保存データベース３３とに基づいて差分データファイルＤｆを生成する場
合を例として説明した。しかし、本発明のサーバ装置の構成は、このようなものに限定さ
れない。したがって、例えば、入力端末３１等により、差分データファイルＤｆに相当す
るデータを直接入力し、差分データベース４１に格納する構成とすることも可能である。
この場合、サーバ装置は、上記の各実施形態における差分データ配信サーバ３に相当する
構成に加えて、差分データの受付手段を備えるだけの構成とすることができる。
【０１０５】
（５）上記の各実施形態では、差分データ生成サーバ２と差分データ配信サーバ３とによ
りサーバ装置を構成する例について説明した。しかし、サーバ装置の構成はこのようなも
のに限定されない。例えば、差分データ生成サーバ２の機能と差分データ配信サーバ３の
機能を一つのサーバ装置に集約した構成とすることも好適な実施形態の一つである。
【０１０６】
（６）上記の各実施形態では、動作プログラムとしてのナビゲーションプログラムＰＧが
複数のアプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５を備え、参照データベース１９が各ア
プリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５に応じたアプリ用データベース１９ａ～１９ｅ
を備えている場合を例として説明した。しかし、本発明に係る動作プログラム及び参照デ
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ータベース１９の構成はこれに限定されない。したがって、参照データベース１９に格納
されるデータが一種類の参照用データ形式のデータにより構成されていてもよく、複数の
データベースに分かれていなくてもよい。また、動作プログラムが複数のアプリケーショ
ンプログラムを備えている必要もない。
【０１０７】
（７）上記第一の実施形態では、ローカル保存データベース１６を道路ネットワークデー
タＲｎに関するデータベースとし、案内用データＧｄに関しては差分データファイルＤｆ
に基づいて、直接的に参照データベース１９の更新を行う構成を例として説明した。しか
し、上記第二及び第三の実施形態と同様に、ローカル保存データベース１６に案内用デー
タＧｄ等のデータも格納することとし、差分データファイルＤｆによりローカル保存デー
タベース１６の道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄを更新する構成とする
ことも好適な実施形態の一つである。
【０１０８】
（８）上記第二の実施形態では、データ抽出手段２５が、所定の区画毎の道路ネットワー
クデータＲｎ及びそれに関連付けられた案内用データＧｄを最小単位としてローカル保存
データベース１６から抽出する構成である場合を例として説明した。しかし、データ抽出
手段２５の構成はこれに限定されない。したがって、データ抽出手段２５は、例えば、複
数の区画で構成される所定の地域毎の道路ネットワークデータＲｎ及びそれに関連付けら
れた案内用データＧｄ等を最小単位として抽出し、或いはローカル保存データベース１６
に格納された全ての道路ネットワークデータＲｎ及び案内用データＧｄ等を抽出する構成
とすることも好適な実施形態の一つである。また、所定の区画に関係なく、設定経路の周
辺の道路ネットワークデータＲｎを構成するデータ及びそれに関連付けられた案内用デー
タＧｄ等を抽出する構成とすることも可能である。
【０１０９】
（９）上記第二の実施形態では、変換手段１７が、各アプリケーションプログラムＰＧ１
～ＰＧ５の実行状態に関わらず、全てのアプリケーションプログラムＰＧ１～ＰＧ５に応
じた参照用データ形式への変換を行う構成である場合を例として説明した。しかし、変換
手段１７の構成はこれに限定されない。したがって、変換手段１７は、例えば、現在実行
中のアプリケーションプログラムが一部のみである場合には、当該実行中のアプリケーシ
ョンプログラムのみについての参照用データ形式への変換を行う構成とすることも好適な
実施形態の一つである。
【０１１０】
（１０）上記第二の実施形態では、参照データベース１９を備えない場合を例として説明
したが、上記第二の実施形態と同様の構成に加えて、更新されない参照データベース１９
を備えた構成とすることも好適な実施形態の一つである。このような構成では、ナビゲー
ションプログラムＰＧは、差分データファイルＤｆにより更新されていないデータに関し
ては参照データベース１９を参照し、差分データファイルＤｆにより更新されたデータに
ついてはローカル保存データベース１６から抽出したデータを変換手段１７により変換し
て参照する構成とすることができる。
【０１１１】
（１１）上記の各実施形態では、端末装置がナビゲーション装置１であって、データ更新
システムがナビゲーション用の地図データベースの更新を行うシステムである場合を例と
して説明した。しかし、本発明の適用範囲はこれに限定されない。したがって、ナビゲー
ション装置１等に使用する地図データベースの更新以外にも、様々な種類のデータベース
の更新に本発明を適用することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１１２】
　本発明は、例えばナビゲーション装置等のような、所定の動作プログラムに従って動作
する端末装置が有するデータベースを更新するデータ更新システムに利用することが可能
である。
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【符号の説明】
【０１１３】
１：ナビゲーション装置
２：差分データ生成サーバ
３：差分データ配信サーバ
１３：差分データファイル受付手段
１５：ローカル保存データベース更新手段
１６：ローカル保存データベース
１７：変換手段
１８：参照データベース更新手段
１９：参照データベース
２０：ナビゲーション用演算手段
２５：データ抽出手段
２６：抽出頻度判定手段
３１：入力端末（新規データ受付手段）
３３：対象用ローカル保存データベース
３４：新ローカル保存データベース
３５：新ローカル保存データベース生成手段
３６：差分データファイル生成手段
４４：差分データファイル出力手段
Ｒｎ：道路ネットワークデータ
Ｇｄ：案内用データ
Ｄｆ：差分データファイル
Ｆｒ：並行更新領域（並行更新用データ格納手段）
ＰＧ：ナビゲーションプログラム（動作プログラム）
ＰＧ１～ＰＧ５：アプリケーションプログラム



(31) JP 5261439 B2 2013.8.14

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(32) JP 5261439 B2 2013.8.14

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(33) JP 5261439 B2 2013.8.14

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(34) JP 5261439 B2 2013.8.14

【図１３】 【図１４】

【図１５】



(35) JP 5261439 B2 2013.8.14

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  小段　友紀
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内
(72)発明者  杉本　浩伸
            愛知県豊田市トヨタ町１番地　トヨタ自動車株式会社内

    審査官  中澤　言一

(56)参考文献  特開２００５－２９１８７２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－４２４０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２８７７０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２１２２７３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－３２７７３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１６５６３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１７８２４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－９５６５７（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００６／０１１２７８（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０９Ｂ　　２９／００　　　　－　　２９／１４　　　　
              Ｇ０１Ｃ　　２１／００　　　　
              Ｇ０１Ｃ　　２１／２６　　　　－　　２１／３６　　　　
              Ｇ０８Ｇ　　　１／００　　　　－　　　１／１３７　　　
              Ｇ０６Ｆ　　１３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

